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は
じ
め
に

　
王
陣

（
一
六

三
⊥
パ
ー
？
）
は
、
清
初
の
杭
州
に
お
い
て
活
躍
し
た
文
人
で
あ
る
。
彼
は
杭
州
を
中
心
と
し
て
廣
範
園
に
渡
る
多
敷
の
文
人

た

ち
と
交
遊
し
て
い
た
。
そ
の
王
陣
が
編
纂
し
た
『
今
世
説
』
は
、
劉
宋
・
劉
義
慶
が
編
纂
し
た
志
人
小
説
集
『
世
説
新
語
』
の
髄
裁
に
倣



い
、
王
陣
と
ほ
ぼ
同
時
代
の
文
人
た
ち
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
集
め
た
作
品
で
あ
る
。
そ
の
中
に
は
、
實
際
に
王
陣
と
交
遊
關
係
の
あ
っ
た
人
物

も
多
く
含
ま
れ
て
お
り
、
王
陣
の
交
遊
録
と
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
方
で
、
魯
迅
等
が
指
摘
し
て
い
る
通
り
、
『
世
説
新
語
』
を
模
し

た

作
品
は
歴
代
敷
多
く
制
作
さ
れ
た
が
、
後
世
総
じ
て
評
債
が
低
い
傾
向
が
見
ら
れ
、
こ
の
『
今
世
説
』
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
明
代
、

と
り
わ
け
明
末
清
初
に
も
世
説
を
模
し
た
作
品
が
敷
多
く
編
纂
さ
れ
て
い
る
が
、
果
た
し
て
『
今
世
説
』
と
は
ど
の
よ
う
な
特
徴
を
有
す
る

作
品

な
の
か
、
本
論
で
は
そ
の
一
端
を
調
査
考
察
し
て
み
た
い
。

1

王
陣
と
『
今
世
説
』

a
．
王
陣
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

ま
ず
は
王
陣
と
『
今
世
説
』
に
つ
い
て
簡
軍
に
s
s
明
し
て
お
き
た
匝
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

　
王
陣
、
字
は
丹
麓
、
號
は
木
蓄
・
松
渓
子
。
自
ら
松
渓
主
人
と
稻
し
た
。
漸
江
仁
和
［
杭
州
］
の
人
e
明
の
世
に
諸
生
と
な
り
、
清
の
世

に

入
っ

て

も
仕
官
を
志
す
が
、
康
煕
二
〈
ニ
ハ
⊥
ハ
三
〉
年
に
大
病
を
患
い
科
拳
を
断
念
し
た
。
以
降
は
経
・
史
・
子
’
集
藪
萬
巻
を
縦
観
し

て
樂

し
み
、
様
々
な
作
品
を
制
作
す
る
傍
ら
、
杭
州
近
隣
の
文
人
た
ち
、
例
え
ば
徐
士
俊
・
呉
儀
一
・
1
1
1
“
P
　
（
毛
奇
齢
．
毛
際
可
．
毛
大
可
）

や
西
冷
十
子

（呉
百

朋
・
孫
治
等
）
・
黄
宗
義
等
と
交
遊
を
重
ね
た
。
さ
ら
に
杭
州
に
限
ら
ず
江
南
一
帯
で
も
廣
く
名
を
有
し
て
お
り
、
曹

爾
堪
・
尤
個
・
楮
人
穫
・
徐
欽
・
周
啓
倍
・
蒋
景
祀
・
揮
格
・
荘
同
生
・
黄
周
星
・
紀
映
鐘
・
張
潮
・
涯
揖
・
施
閏
章
．
魏
禧
．
周
亮
工
．

余
懐
・
杜
溶
等
と
交
遊
し
て
い
る
。
ま
た
、
宋
筆
・
李
天
複
・
王
士
頑
・
張
英
・
愛
新
畳
羅
博
爾
都
等
と
い
っ
た
高
位
高
官
や
王
族
と
も
つ

な
が
り
が
あ
る
。
文
人
た
ち
で
杭
州
を
訪
れ
る
者
は
み
な
王
陣
と
の
會
見
を
望
ん
だ
と
い
う
。
康
煕
十
七
〈
＝
ハ
七
八
〉
年
、
王
陣
の
才
能

を
知
る
京
師
の
官
僚
た
ち
は
博
學
隠
逸
の
士
と
し
て
召
し
出
そ
う
と
し
た
が
、
結
局
彼
の
志
を
奪
う
こ
と
は
出
來
ず
断
念
し
た
。
没
年
は
不



明
で
あ
る
が
、
一
七
〇
四
、
五
年
頃
に
友
人
張
潮
に
寄
せ
た
書
敵
が
あ
り
、
一
七
〇
〇
年
牛
ば
に
は
ま
だ
存
命
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
著

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
　

作
と
し
て
は
、
本
論
で
述
べ
る
『
今
世
説
』
以
外
に
、
著
作
集
『
霞
畢
堂
全
集
定
本
』
（
三
十
五
春
）
、
『
雑
著
十
種
』
、
『
遂
生
集
』
（
未
傳
）

が

あ
る
。
更
に
、
文
人
た
ち
が
王
陣
に
寄
せ
た
詩
詞
文
章
を
集
め
た
『
蘭
言
集
』
（
二
十
四
巻
）
が
あ
り
、
こ
こ
か
ら
も
彼
の
幅
廣
い
交
遊

關
係
の
一
端
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
加
え
て
友
人
・
知
人
た
ち
の
短
編
作
品
を
集
め
た
叢
書
『
檀
几
叢
書
』
の
編
者
（
張
潮
と
共
編
）
と

し
て
も
知
ら
れ
る
。

　
b
．
『
今
世
説
』

　
『
今
世
説
』
の
詳
細
に
つ
い
て
は
次
節
以
降
で
考
察
す
る
こ
と
と
し
て
、
こ
こ
で
は
簡
軍
に
ま
と
め
て
お
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　

　
『
今
世
説
』
全
八
巻
。
テ
キ
ス
ト
と
し
て
は
’
康
煕
二
十
二
〈
一
六
八
三
〉
年
序
刊
本
が
あ
り
、
の
ち
清
・
伍
崇
曜
（
一
／
x
1
O
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
ヱ

一
八
六

三
）
編
『
専
雅
堂
叢
書
』
第
七
集
に
牧
め
ら
れ
る
。
現
在
お
お
む
ね
こ
の
『
専
雅
堂
叢
書
』
本
が
通
行
し
、
『
四
庫
全
書
存
目
叢
書
』

所
牧
本
は

こ
の
影
印
で
あ
る
。
ま
た
、
活
字
本
と
し
て
『
菖
小
説
』
己
集
、
『
叢
書
集
成
初
編
』
等
に
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
日
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ソ

に

は

天

明
三
〈
一
七
八
三
〉
年
に
袖
珍
本
が
日
本
に
渡
り
、
和
刻
本
と
し
て
享
和
三
二
八
〇
三
〉
年
’
尾
張
の
儒
者
秦
鼎
（
一
－
ハ
1
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ア
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
さ
ザ

一
八

三
一
）
の
手
に
よ
る
「
今
世
説
序
」
が
附
さ
れ
た
覆
刻
本
が
列
行
さ
れ
て
い
る
。

　
そ

の

内
容
は
、
劉
義
慶
『
世
読
新
語
』
の
饅
裁
に
倣
い
’
明
末
か
ら
清
初
に
か
け
て
の
文
人
た
ち
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
集
め
、
そ
れ
を
内
容

別
に

分
類

し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
全
三
十
篇
で
、
そ
の
篇
名
及
び
順
番
も
基
本
的
に
『
世
説
新
語
』
の
そ
れ
に
從
っ
て
い
る
が
、
そ
の

う
ち
六
篇
を
歓
く
。
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
縄
藪
は
4
3
9
條
、
登
場
す
る
人
物
は
王
陣
自
身
を
含
め
て
お
よ
そ
3
9
6
名
に
の
ぼ
る
。
一
つ
の
エ

ピ
ソ
ー
ド
に
は
一
人
或
い
は
そ
れ
以
上
の
人
物
が
登
場
し
、
人
物
に
つ
い
て
は
お
お
む
ね
注
が
つ
き
、
名
・
出
身
・
官
職
名
、
人
と
な
り
等

が

記
さ
れ
て
い
る
。
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『
今
世
説
』
冒
頭
に
は
、
王
陣
の
自
序
と
、
友
人
の
毛
際
可
・
嚴
允
肇
・
漏
景
・
徐
階
鳳
・
丁
膨
の
計
五
名
の
序
文
、
更
に
洪
圓
光
．
林

雲
銘
・
顧
豹
文
・
蒔
依
南
・
張
綱
孫
・
葉
闇
・
毛
先
辞
・
呉
農
詳
・
黄
百
家
・
丁
深
・
鄭
郷
・
周
萬
舌
・
王
溶
の
計
十
三
名
に
よ
る
「
評
林
」
、

ま
た
「
今
世
説
例
言
」
が
附
さ
れ
て
い
る
。

2

世
説
髄
作
品
に

つ
い
て

　
前
述
の
通

り
、
『
今
世
説
』
は
『
世
説
新
語
』
の
髄
裁
を
模
し
て
編
纂
さ
れ
た
作
品
で
あ
る
が
、

制
作
さ
れ
て
い
る
。
本
節
で
は
、
世
説
賠
の
代
表
作
品
に
つ
い
て
簡
軍
に
見
て
お
き
た
い
。

こ

の

よ
う
な
作
品
は
こ
れ
ま
で
敷
多
く

　
a
．
『
世
説
新
語
』
と
明
末
清
初

　
『
世
説
新
語
』
に
つ
い
て
は
、
多
く
の
説
明
は
不
要
で
あ
る
と
思
う
が
、
こ
こ
で
は
『
世
説
新
語
』
の
後
世
へ
の
影
響
に
つ
い
て
、
と
り

わ

け
王
陣
が
活
躍
し
た
明
末
清
初
を
中
心
に
簡
軍
に
述
べ
て
お
き
た
い
。

　
『
世
説
新
語
』
は
南
朝
宋
の
劉
義
慶
に
よ
り
編
纂
さ
れ
た
志
人
小
説
集
で
、
漠
代
か
ら
南
朝
宋
に
至
る
士
人
た
ち
の
逸
話
を
集
め
、
全

三
十
⊥
ハ
篇
、
エ
ピ
ソ
ー
ド
別
に
分
類
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
藪
は
1
1
o
O
條
以
上
に
も
の
ぼ
り
、
そ
の
登
場
人
物
は
劉
孝

標
の
注
も
含
め
て
1
5
o
o
名
以
上
に
も
及
ぶ
。
そ
の
生
き
生
き
と
し
た
描
慕
は
、
後
世
の
文
人
た
ち
に
高
い
評
債
を
得
、
長
い
聞
大
い
に

讃

ま
れ
績
け
た
。
と
り
わ
け
宋
代
に
『
世
説
新
語
』
が
刊
行
さ
れ
る
と
、
よ
り
多
く
の
人
々
に
讃
ま
れ
る
よ
う
に
な
り
、
以
降
そ
の
人
氣
は

ま
す
ま
す
高
ま
っ
た
。

　
そ

の

一
方

で
、
唐
代
以
降
、
世
説
の
禮
裁
を
模
し
た
績
編
、
所
謂
世
説
禮
作
品
が
次
々
と
刊
行
さ
れ
た
。
具
髄
的
な
作
品
に
つ
い
て
は
後
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述
す

る
が
、
そ
の
内
容
は
、
『
世
説
新
語
』
と
同
時
代
お
よ
び
そ
れ
に
績
く
時
代
、
あ
る
い
は
そ
の
作
者
に
と
っ
て
過
去
の
時
代
と
な
る
歴

史
的
な

人
物
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
集
め
た
も
の
や
、
そ
の
作
品
の
作
者
が
生
き
て
い
た
時
代
の
人
物
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
集
め
た
も
の
、
さ
ら
に

見
童
や
女
性
別

と
い
う
よ
う
な
テ
ー
マ
を
設
定
し
、
そ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
集
め
た
も
の
な
ど
が
見
ら
れ
る
。
な
お
、
『
世
説
新
語
』
の
後
世

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

へ
の

影
響
に
つ
い
て
は
、
劉
強
氏
の
專
著
が
あ
り
、
時
代
別
に
分
け
て
詳
細
な
調
査
・
分
析
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
バ
リ
　

　
で

は
、
王
陣
が
生
き
て
い
た
明
末
清
初
は
ど
う
だ
っ
た
の
か
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
察
麗
玲
氏
の
論
考
に
詳
し
い
が
、
明
代
は
改
め
て
『
世

説
新

語
』
が
文
人
た
ち
に
注
目
さ
れ
、
注
繹
書
や
そ
の
髄
裁
を
模
し
た
作
品
が
多
藪
出
版
さ
れ
た
。
察
氏
は
そ
の
流
行
の
理
由
を
、
明
代
文

人
の
六
朝
人
士
に
封
す
る
憧
れ
が
特
別
強
か
っ
た
、
と
指
摘
す
る
。
と
り
わ
け
王
世
貞
（
一
五
二
六
ー
一
五
九
〇
）
が
編
纂
し
た
と
さ
れ
る

『
世
説
新
語
補
』
二
十
巻
は
、
『
世
説
新
語
』
と
明
・
何
良
俊
『
何
氏
語
林
』
を
合
わ
せ
て
編
集
し
刊
行
し
た
も
の
で
、
李
卓
吾
（
一
五
二
七

ー
一
六
〇
1
1
）
や
鍾
慢
（
一
五
七
四
ー
一
六
二
四
）
の
批
評
が
附
さ
れ
て
刊
行
さ
れ
、
好
評
を
博
し
、
『
世
説
新
語
』
人
氣
に
拍
車
を
掛
け
た
。

こ
の
よ
う
な
中
で
後
述
の
よ
う
な
檬
々
な
世
説
髄
作
品
が
制
作
さ
れ
、
王
陣
の
『
今
世
説
』
も
刊
行
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
一
方
、
明
末
か
ら
清
初
に
か
け
て
は
、
世
説
髄
に
限
ら
ず
叢
書
の
編
纂
が
盛
ん
に
な
さ
れ
て
お
り
、
と
り
わ
け
友
人
・
知
人
を
中
心
と
し

て

個
々
人
の
作
品
を
集
め
た
も
の
が
多
藪
出
版
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
詩
を
集
め
た
銭
謙
盆
『
列
朝
詩
集
』
、
郵
漢
魏
『
詩
観
』
、
詞
を
集

め

た

蒋
景
肺
『
瑳
華
集
』
、
詩
文
を
集
め
た
冒
裏
『
同
人
集
』
、
尺
績
を
集
め
た
周
亮
工
『
尺
績
新
紗
』
（
全
三
編
）
、
呉
儀
一
『
尺
績
新
語
』
（
全

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
ザ

三
編
）
、
張
潮
『
尺
績
友
聲
』
（
全
三
集
）
、
筆
記
小
説
を
集
め
た
張
潮
『
虞
初
新
志
』
『
檀
几
叢
書
』
『
昭
代
叢
書
』
、
呉
震
方
『
説
鈴
』
等
枚

畢
に
暇
が
無
い
。
王
陣
自
身
も
、
前
述
の
通
り
友
人
・
知
人
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
詩
・
文
・
尺
績
を
集
め
た
『
蘭
言
集
』
が
あ
り
、
こ
の
『
今

世
読
』
の
編
纂
も
こ
れ
と
無
關
係
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
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b
’
世
説
髄
の
歴
代
作
品

　
魯
迅

（
一
八

八
一
ー
一
九
l
l
⊥
O
は
『
中
國
小
説
史
略
』
に
お
い
て
、
『
今
世
説
』
を
含
む
歴
代
の
『
世
説
新
語
』
の
様
々
な
模
倣
作
品

　
　
　
　
　
　
ロ
　

が

制
作
さ
れ
た
と
指
摘
す
る
一
方
、
こ
れ
ら
作
品
群
を
縄
じ
て
「
し
か
し
な
が
ら
奮
聞
を
編
纂
し
て
も
取
り
立
て
て
優
れ
た
も
の
は
な
く
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　

時
事

を
述
べ
て
い
て
も
飾
り
立
て
過
ぎ
て
い
る
」
云
々
と
評
し
て
い
る
。
ま
た
『
中
國
小
説
的
歴
史
的
愛
遷
』
で
も
、
後
世
『
世
説
新
語
』

の

模
倣
作
品
が
さ
ら
に
多
く
な
り
、
劉
孝
標
の
『
績
世
説
』
か
ら
清
の
王
陣
の
『
今
世
読
』
、
現
在
の
易
宗
蔓
『
新
世
説
』
等
に
至
る
ま
で
様
々

な
作
品
が
あ
る
が
、
『
世
説
新
語
』
の
制
作
さ
れ
た
晋
朝
と
現
代
杜
會
の
状
況
は
異
な
る
の
に
作
品
を
模
倣
す
る
こ
と
は
可
笑
し
な
話
で
あ
る
、

　
　
　
ハ
ほ
　

と
評
す
る
。

　
『
今
世
読
』
そ
の
も
の
に
封
す
る
評
債
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
と
し
て
、
そ
れ
で
は
魯
迅
が
指
摘
し
て
い
る
『
世
説
新
語
』
の
模
倣
作
品
、

つ
ま
り
世
説
饅
作
品
に
は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
以
下
、
前
掲
の
先
行
研
究
等
も
参
考
に
し
な
が
ら
、
代
表
的
な
作
品
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と
そ
の
特
徴
を
簡
軍
に
畢
げ
て
お
こ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

唐
代

　
『
大
唐
新
語
』
＋
1
1
1
s
w
－
劉
粛
撰
。
元
和
二
〈
八
〇
七
〉
年
自
序
有
り
。
唐
・
武
徳
よ
り
大
暦
年
間
に
至
る
ま
で
の
人
物
の
エ
ピ
ソ
ー
ド

に

つ
い

て
、
『
世
説
新
語
』
の
篇
名
と
は
異
な
る
「
匡
賛
」
「
規
諌
」
「
極
諌
」
等
3
0
篇
に
分
類
し
て
い
る
。
『
四
庫
全
書
総
目
提
要
』
巻

1
四

o
、
子
部
小
説
家
類
一
の
記
述
に
よ
る
と
、
も
と
も
と
は
『
新
語
』
と
い
う
名
で
あ
っ
た
も
の
が
、
明
代
に
な
っ
て
『
唐
世
説
』
と
改

題
さ
れ
て
刊
行
さ
れ
る
が
、
清
代
に
な
り
再
び
『
大
唐
新
語
』
と
題
さ
れ
刊
行
さ
れ
た
と
い
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
ロ
ザ

　

こ
の
ほ
か
、
前
掲
劉
強
氏
著
書
に
よ
る
と
’
張
詞
吉
『
五
代
新
説
』
、
王
方
慶
『
績
世
説
新
書
』
が
あ
る
と
す
る
。



　
宋
代

　
『
績
世
説
』
十
二
巻
－
北
宋
・
孔
卒
d
±
　
（
1
O
四
四
－
1
1
1
1
）
撰
。
基
本
的
に
は
『
世
説
新
語
』
の
篇
名
を
踏
襲
し
て
い
る
が
、
順

番
が
異

な
り
、
「
豪
爽
」
篇
が
無
い
。
ま
た
「
直
諌
」
「
邪
詔
」
「
邪
侯
」
の
三
篇
が
加
え
ら
れ
、
計
三
十
八
篇
と
な
っ
て
い
る
。
南
北
朝
よ

り
唐
五
代
の
人
物
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
牧
め
る
。

　
『
唐
語
林
』
八
巻
－
北
宋
・
王
讃
（
大
観
く
一
一
0
1
1
－
1
　
1
一
　
O
）
年
間
の
人
）
撰
。
唐
代
の
人
物
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
政
め
る
。
巻
四

ま
で
は
、
『
世
説
新
語
』
の
篇
名
に
從
っ
て
拉
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
十
八
番
目
の
「
賢
媛
」
で
終
わ
っ
て
い
る
。
「
政
事
」
を
上
．
下
に
分
け

て

い

る
の
で
、
全
十
九
篇
で
あ
る
。
巻
五
以
降
は
「
補
遺
」
と
し
て
、
『
永
樂
大
典
』
所
牧
の
『
唐
語
林
』
に
關
す
る
記
述
を
各
時
代
（
高

宗
か
ら
代
宗
な
ど
）
順
に
拉
べ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
ザ

　
『
南
北
史
績
世
説
』
十
巻
ー
南
宋
・
李
皇
（
？
”
二
七
九
）
撰
。
現
存
テ
キ
ス
ト
に
は
萬
暦
己
酉
（
一
六
〇
九
年
）
愈
安
期
の
序
文
あ
り
。

『
世
説
新
語
』
1
1
1
十
⊥
ハ
篇
の
後
、
「
博
治
」
「
介
潔
」
以
下
十
一
篇
が
あ
り
、
合
わ
せ
て
四
十
七
篇
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
名
の
通
り
、
『
南
史
』

『
北
史
』
よ
り
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
集
め
て
い
る
。
巻
頭
に
「
績
世
説
新
語
叙
」
と
い
う
文
章
が
あ
り
、
そ
こ
に
は
唐
の
人
と
し
て
い
る
。

　
明
代

　
『
見
世
説
』
一
巻
ー
趙
楡
（
弘
治
三
〈
一
四
九
o
〉
年
の
進
士
）
撰
。
そ
の
名
の
通
り
、
文
人
た
ち
の
子
供
時
代
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
集
め

た

も
の
と
な
っ
て
い
る
。
登
場
す
る
人
物
は
漢
代
か
ら
明
代
ま
で
廣
範
園
に
渡
る
。
篇
名
に
は
『
世
説
新
語
』
の
「
言
語
」
「
排
調
」
「
文
學
」

等
の
名
も
見
ら
れ
る
が
、
そ
れ
以
外
に
「
爵
封
」
「
彊
記
」
「
謄
識
」
「
言
志
」
「
將
略
」
等
が
あ
り
、
計
十
七
篇
に
分
か
れ
て
い
る
。

　
『
何
氏
語
林
』
1
1
1
十
｛
f
o
－
何
良
俊
（
一
五
o
⊥
ハ
－
　
1
五
七
三
）
撰
。
辛
亥
（
一
五
五
1
？
）
文
徴
明
の
序
文
あ
り
。
漢
か
ら
五
代
に
至
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド
ロ
リ

人
物
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
記
す
。
『
世
説
新
語
』
三
十
六
篇
に
「
言
志
」
「
博
識
」
の
二
篇
を
加
え
て
三
十
八
篇
と
す
る
。
前
述
の
通
り
、
の
ち

（99）



王
世
貞
に
よ
り
『
世
説
新
語
』
と
合
わ
せ
て
取
捨
選
鐸
し
た
『
世
説
新
語
補
』
二
十
巻
が
編
纂
さ
れ
た
。

　
『
焦
氏
類
林
』
八
巻
－
焦
拡
（
一
m
四
o
－
ニ
ハ
ニ
○
）
撰
。
全
五
十
九
篇
に
分
か
れ
て
お
り
、
そ
の
う
ち
二
十
⊥
ハ
篇
は
『
世
説
新
語
』

と
同
様
、
残
り
三
十
三
篇
は
「
編
纂
」
「
君
臣
」
「
長
厚
」
「
愼
密
」
等
、
新
た
に
附
け
加
え
ら
れ
た
篇
名
で
あ
る
。
内
容
は
古
代
か
ら
元
代

に

至

る
ま
で
の
人
物
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
集
め
て
い
る
。

　
『
皇
明
世
説
新
語
』
八
巻
。
李
紹
文
撰
。
萬
暦
三
十
八
〈
一
⊥
ハ
1
　
O
〉
年
序
あ
り
。
そ
の
構
成
は
三
十
⊥
ハ
篇
で
、
『
世
説
新
語
』
と
同
じ
で

あ
る
。
目
録
に
よ
る
と
、
1
5
1
1
事
項
と
す
る
。
徐
達
・
宋
凍
・
劉
基
と
い
っ
た
明
初
よ
り
、
文
徴
明
・
衰
宏
道
・
陳
継
儒
等
明
代
後
期

に

及
ぶ
人
物
の

エ
ピ
ソ
ー
ド
を
牧
め
る
。

　
『
南
北
朝
新
語
』
四
巻
ー
林
茂
桂
（
萬
暦
十
四
　
〈
1
五
八
六
〉
年
の
進
士
）
撰
。
天
啓
元
〈
一
六
二
一
〉
年
の
自
序
有
り
。
『
南
史
』
と
『
北

史
』
よ
り
南
北
朝
時
代
の
人
物
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
集
め
た
も
の
。
「
雅
量
」
「
規
箴
」
「
賢
媛
」
「
巧
藝
」
「
沙
修
」
等
、
『
世
説
新
語
』
の
篇
名
　
ω

以
外
に

新

し
い
篇
名
を
加
え
た
⊥
ハ
＋
三
篇
に
分
か
れ
る
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ω

　
前
掲
察
氏
に
よ
る
と
、
そ
の
他
明
末
清
初
（
十
七
世
紀
）
に
は
、
三
十
種
類
に
及
ぶ
作
品
が
制
作
さ
れ
、
と
り
わ
け
隆
盛
を
極
め
た
と
す

ハぶ
ザる

。
例
え
ば
、
播
士
藻
『
闇
然
堂
類
纂
』
、
劉
元
卿
『
賢
変
編
』
、
孫
能
傳
『
盆
智
編
』
、
奨
玉
衡
『
智
品
』
、
徐
象
梅
『
螂
娯
史
唾
』
、
周
雁

治

『
霞
外
塵
談
』
、
凋
夢
龍
『
智
嚢
』
『
智
嚢
補
』
、
曹
臣
『
舌
華
録
』
、
張
塘
『
廿
1
史
識
除
』
、
鄭
仲
蔓
『
蘭
碗
居
清
言
』
、
江
東
偉
『
芙
蓉

鏡
寓
言
』
、
張
岱
『
快
園
道
古
』
、
宮
偉
膠
『
庭
聞
州
世
説
』
、
臭
粛
公
『
明
語
林
』
、
李
清
『
女
世
説
』
等
の
作
品
が
畢
げ
ら
れ
て
お
り
、
そ

れ

ら
を
内
容
別
に
分
類
し
て
い
る
。
し
か
し
、
察
氏
は
何
故
か
『
今
世
説
』
に
は
言
及
し
て
い
な
い
。
一
方
、
前
掲
劉
氏
は
、
『
今
世
説
』

に

つ
い
て
第
五
章
「
清
代
的
“
世
説
學
”
」
第
七
節
「
清
代
“
世
説
饅
”
倣
作
畢
要
」
に
て
清
代
の
『
世
説
新
語
』
に
倣
っ
た
作
品
の
一
つ

と
し
て
言
及
し
て
い
る
。



　
清
代

　
『
明
語
林
』
十
四
春
－
呉
粛
公
（
一
⊥
ハ
ニ
九
－
一
⊥
ハ
九
九
）
撰
、
臭
操
嶽
校
閲
。
篇
名
は
『
世
説
新
語
』
に
從
い
、
徳
行
篇
を
上
・
下
に

分
け
て
計
三
十
七
篇
と
し
、
そ
れ
に
『
何
氏
語
林
』
と
同
じ
く
「
言
志
」
「
博
識
」
二
篇
を
加
え
て
合
計
三
十
九
篇
と
す
る
。

　
『
女
世
説
』
一
巻
－
李
清
（
一
六
〇
ニ
ー
一
⊥
ハ
八
三
）
撰
。
そ
の
名
の
通
り
、
女
性
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
限
定
し
た
も
の
。
全
三
十
1
篇
。

そ

の
篇
名

は
、
雅
量
・
企
羨
等
の
五
篇
以
外
は
、
『
世
読
新
語
』
と
篇
名
が
異
な
る
。
な
お
、
嚴
蕎
（
一
八
1
　
⊥
ハ
“
・
－
1
八
五
四
？
）
に
も

同
名
の
作
品
が
見
ら
れ
、
こ
れ
も
『
世
説
新
語
』
を
模
し
た
作
品
で
あ
る
。

　
『
漢
世
説
』
十
四
巻
ー
章
撫
功
の
撰
。
「
徳
行
」
「
言
語
」
「
政
事
」
「
文
學
」
等
、
『
世
説
新
語
』
の
篇
名
を
中
心
と
し
た
全
十
四
部
門
に
分

か
れ

る
。
そ
の
名
の
通
り
、
漢
代
の
人
物
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
集
め
て
い
る
。

こ

の

ほ

か
、
前
掲
劉
強
氏
董
日
に
よ
る
と
、
梁
維
橿
『
玉
剣
尊
聞
』
、
注
碗
『
説
鈴
』
、
s
s
統
魯
．
江
有
溶
『
n
y
m
s
u
v
a
　
（
明
世
説
補
）
』
、
徐
㎝

士

攣

『
宋

艶
』
の
名
を
畢
げ
て
い
る
が
、
こ
の
う
ち
清
末
の
徐
士
攣
『
宋
艶
』
等
を
除
き
、
清
初
に
制
作
さ
れ
た
も
の
が
多
い
。
王
陣
『
今
　
q

世

読
』
も
清
初
で
あ
り
、
そ
れ
以
降
は
あ
ま
り
作
品
が
見
ら
れ
な
い
こ
と
を
考
え
る
と
、
王
陣
の
『
今
世
説
』
が
そ
の
世
説
髄
作
品
隆
盛
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
バ
へ

最
も
後
期
と
な
る
作
品
の
一
つ
で
あ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　
民
國

　
『
新
世
説
』
八
巻
ー
易
宗
蔓
（
一
八
七
四
－
1
九
二
五
）
撰
。
民
國
七
く
一
九
l
八
V

さ
れ
て
お
り
、
清
初
か
ら
民
國
初
ま
で
の
人
物
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
記
載
す
る
。

年
序
。
『
世
読
新
語
』
と
同
様
に
三
十
⊥
ハ
篇
で
構
成



3

『今
世
説
』
の
特
徴

　

a
．
『
今
世
説
』
の
評
債

　
本
節
で

は
、
『
今
世
説
』
の
特
徴
に
つ
い
て
見
て
み
た
い
が
、
ま
ず
は
こ
れ
ま
で
の
『
今
世
説
』
に
封
す
る
評
債
を
簡
軍
に
見
て
お
こ
う
。

　
富
然
の
こ
と
な
が
ら
、
『
今
世
説
』
「
評
林
」
中
の
文
人
た
ち
の
『
今
世
説
』
に
關
す
る
評
債
は
お
お
む
ね
高
い
。
例
え
ば
、
「
言
葉
は
身

近
で
も
そ
の
意
圖
は
遠
大
で
、
ま
こ
と
に
巫
日
朝
の
賢
人
の
風
味
を
有
し
て
い
る
（
言
近
旨
遠
、
眞
得
晋
賢
風
味
）
」
（
顧
豹
文
）
と
か
、
「
臨

川

（劉
義
慶
）
に
ひ
け
を
と
ら
な
い
（
不
減
臨
川
）
」
（
丁
漂
）
の
如
v
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
そ
の
一
方
で
後
世
の
評
債
は
決
し
て
高
く

な
い
。
例
え
ば
『
四
庫
全
書
纏
目
提
要
』
で
は
、
「
思
う
に
、
（
こ
の
書
は
）
聲
氣
を
標
榜
す
る
作
品
で
あ
り
、
な
お
明
代
詩
杜
の
名
残
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ
ザ

る
。
自
分
自
身
の
事
柄
を
作
品
に
掲
載
す
る
の
は
、
と
り
わ
け
（
『
世
説
新
語
』
の
）
髄
例
と
乖
離
し
て
い
る
」
と
評
し
、
さ
ら
に
文
章
の
　
幻

後
牛
部
分
で

は
・
竃
的
に
作
品
の
記
述
の
内
容
に
言
及
し
て
そ
の
誤
り
や
記
述
の
不
正
確
さ
を
指
摘
し
・
「
空
談
は
容
易
い
が
・
實
を
求
ω

め

る
の
は
本
富
に
難
し
い
こ
と
だ
（
信
乎
、
空
談
易
而
徴
實
難
也
）
」
と
評
し
て
い
る
。

　
ま
た
魯
迅
は
前
述
の
よ
う
に
『
今
世
説
』
を
含
む
世
説
髄
の
作
品
に
つ
い
て
、
纏
じ
て
あ
ま
り
高
い
評
債
を
し
て
い
な
い
が
、
そ
れ
は
あ

V
ま
で
『
世
説
新
語
』
の
模
倣
作
品
の
総
合
的
な
評
債
を
行
っ
て
い
る
に
過
ぎ
ず
、
個
々
の
作
品
の
債
値
に
つ
い
て
詳
細
な
考
察
や
指
摘
を

行
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。

　
更

に
、
前
掲
の
劉
氏
は
、
『
四
庫
全
書
纏
目
提
要
』
の
記
述
を
あ
げ
、
『
今
世
説
』
に
つ
い
て
「
そ
の
作
品
の
意
圓
を
う
か
が
う
と
、
忠
孝

節
義
や
文

章
道
徳
の
類
い
の
説
教
で
充
た
さ
れ
て
お
り
、
『
世
説
新
語
』
の
簡
約
で
奥
深
い
情
趣
と
は
ほ
ど
遠
い
。
そ
の
作
品
に
叙
述
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ
ザ

て

い

る
事
柄
は
、
廣
く
採
集
し
て
い
る
と
は
い
っ
て
も
、
ま
た
荒
唐
無
稽
な
談
論
を
免
れ
な
い
」
と
評
し
て
い
る
。

　
一
方
、
陳
大
康
氏
は
、
前
述
魯
迅
等
の
評
債
を
受
け
つ
つ
も
、
清
初
の
文
壇
の
状
況
や
當
時
の
文
人
た
ち
の
實
態
お
よ
び
そ
の
活
動
状
況



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
ニ

等

を
窺
う
一
資
料
と
し
て
見
る
べ
き
黙
が
あ
り
、
世
説
髄
作
品
の
中
で
、
猫
自
の
特
色
と
債
値
が
あ
る
、
と
指
摘
し
て
い
る
。

　
以
上
の

よ
う
に
、
『
今
世
説
』
の
評
債
は
、
あ
く
ま
で
『
世
説
新
語
』
の
模
倣
作
品
と
い
う
髄
裁
に
關
す
る
評
債
が
中
心
で
あ
り
、

内
容
に
關
す
る
評
債
は
、
ま
だ
あ
ま
り
詳
細
に
行
わ
れ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

そ

の

b
．
『
今
世
説
』
の
制
作
動
機

　
次

に
、
王
陣
の
自
序
よ
り
『
今
世
説
』
の
編
纂
動
機
に
つ
い
て
見
て
み
よ
う
。

　
ま
ず
王
陣
は
、
こ
れ
ま
で
経
・
史
書
以
外
の
書
物
が
多
い
反
面
、
後
世
に
傳
わ
ら
な
い
書
も
あ
り
、
傳
わ
っ
た
と
し
て
も
日
の
目
を
見
な

い
書
物
が
あ
る
と
指
摘
す
る
。
そ
の
中
で
、
劉
義
慶
の
『
世
説
新
語
』
は
、
千
敷
百
年
が
過
ぎ
て
も
愛
わ
ら
ず
愛
讃
さ
れ
て
い
る
、
と
述
べ
る
。

経
・
史
以
外
で
、
著
述
家
の
藪
は
何
千
に
な
る
か
分
か
ら
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
作
品
は
（
後
世
に
）
傳
わ
る
も
の
も
あ
れ
ば
、

傳
わ

ら
な
い
も
の
も
あ
る
が
、
幸
い
に
傳
わ
っ
た
と
し
て
も
、
人
が
そ
れ
を
見
る
も
の
も
あ
れ
ば
見
な
い
も
の
も
あ
る
。
た
だ
『
世
説

新
語
』
一
書
だ
け
は
、
南
宋
（
劉
宋
）
の
時
代
に
編
纂
さ
れ
、
巫
日
の
時
代
の
出
來
事
に
燭
れ
、
さ
ら
に
漢
・
魏
に
も
及
ん
で
い
る
。
（
そ

れ
か

ら
）
千
敷
百
年
が
過
ぎ
て
も
、
學
士
大
夫
の
家
で
こ
れ
を
愛
翫
し
な
い
こ
と
は
な
か
っ
た
。
臨
川
王
（
劉
義
慶
）
の
叙
述
は
、
清

遠
で
格
調
高

く
、
そ
の
時
代
に
生
ま
れ
て
、
名
流
を
た
っ
と
び
、
そ
の
言
葉
遣
い
に
は
見
る
べ
き
債
値
が
あ
る
。
今
に
至
り
、
そ
の
作

品
を
讃
み
、
そ
の
片
言
の
言
葉
を
味
わ
え
ば
、
人
を
寡
獣
に
し
て
深
く
考
え
さ
せ
る
が
、
た
だ
恨
め
し
い
の
は
實
際
に
そ
の
場
に
居
合

わ

せ

て
、
と
も
に
酒
を
酌
み
交
わ
す
こ
と
が
出
來
な
い
こ
と
だ
。
も
し
も
（
東
巫
日
の
名
門
で
あ
る
）
王
’
謝
・
桓
・
劉
を
一
室
に
集
め
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

眞
剣
に
面
と
向
か
っ
て
教
え
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
な
ら
ば
、
心
が
廣
々
と
し
大
ら
か
な
氣
持
ち
に
な
る
に
違
い
な
い
。
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次
に
、
話
は
現
在
（
清
初
）
の
事
と
な
り
、
朝
廷
が
文
學
を
奨
働
し
て
名
賢
が
多
敷
輩
出
し
、
そ
の
様
子
が
嘗
て
の
『
世
説
新
語
』
が
誕

生

し
た
六
朝
時
代
に
ひ
け
を
取
ら
な
い
こ
と
を
述
べ
、
｝
方
で
そ
れ
を
記
録
す
る
ま
さ
し
く
『
世
読
新
語
』
の
よ
う
な
作
品
が
歓
け
て
い
る

こ
と
を
指
摘
す
る
。
そ
こ
で
、
王
陣
は
官
僚
か
ら
在
野
の
人
士
に
い
た
る
ま
で
、
そ
の
記
述
を
集
め
て
こ
の
『
今
世
説
』
を
制
作
し
た
、
と

す
る
。

今
朝
廷
は
文
學
を
重
ん
じ
て
名
賢
が
輩
出
し
、
名
門
の
才
華
は
、
遠
く
江
左
（
こ
こ
で
は
か
つ
て
の
⊥
ハ
朝
時
代
の
東
巫
日
を
指
す
か
）
に

勝
っ
て
い
る
が
、
そ
の
名
言
や
立
派
な
行
い
が
、
歴
史
書
に
す
べ
て
掲
載
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
と
り
わ
け
臨
川
王
（
劉
義
慶
）
の

よ
う
に
こ
れ
ら
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
集
め
て
著
述
に
あ
ら
わ
す
も
の
が
い
な
け
れ
ば
、
天
下
後
世
、
ま
た
誰
が
こ
の
富
時
の
風
流
を
知
り
、

さ
ら
に
前
人
を
超
え
る
者
が
あ
ろ
う
か
。
私
は
無
才
の
身
で
は
あ
る
が
、
こ
れ
を
志
し
て
藪
年
の
歳
月
が
過
ぎ
、
上
は
朝
廷
の
高
官
か

ら
、
下
は
在
野
の
隠
者
に
至
る
ま
で
、
お
よ
そ
；
三
行
、
採
録
す
べ
き
も
の
が
有
れ
ば
、
お
よ
そ
集
め
て
こ
れ
を
分
類
し
記
録
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
れ
　

何
度
か
稿
を
改
め
て
、
し
ば
ら
く
し
て
や
っ
と
完
成
し
た
。
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最
後
の
部
分
は
、
『
世
説
新
語
』
と
の
比
較
を
意
識
し
た
文
言
と
な
っ
て
お
り
、

編
纂
期
聞
が
短
い
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。

『
世
説
新
語
』
と
比
べ
て
採
集
す
る
範
園
が
挾
く
、
そ
の

（本
編
に

は
）
あ
る
い
は
名
賢
の
生
卒
の
大
節
は
も
と
よ
り
多
い
と
し
て
も
、
ど
う
し
て
た
だ
こ
の
一
端
を
借
り
て
傳
え
る
だ
け
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
け

ろ
う
か
（
他
に
傳
え
る
べ
き
も
の
が
あ
る
）
。
こ
の
一
端
が
（
『
世
説
新
語
』
に
掲
げ
る
）
ほ
ほ
の
1
1
1
本
の
毛
や
書
龍
黙
晴
の
故
事
の
よ

う
に
、
精
祠
を
榑
え
る
も
の
が
ま
さ
し
く
こ
の
中
（
『
今
世
説
』
）
に
あ
る
か
否
か
は
分
か
ら
な
い
。
私
は
後
人
が
こ
の
作
品
を
ご
覧
に



な
っ
た
時
に
、
今
の
者
が
臨
川
の
書
（
『
世
説
新
語
三
を
み
る
の
と
同
じ
よ
う
に
、
心
が
ゆ
っ
た
り
し
樂
し
い
氣
分
に
な
る
か
は
分
か

ら
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
臨
川
は
漢
末
か
ら
魏
巫
日
の
百
年
の
出
來
事
を
取
っ
て
、
網
羅
編
纂
す
る
こ
と
で
、
　
一
家
言
を
な
し
て
い
る
。

一
方
、
私
は
藪
十
年
中
の
見
聞
に
よ
っ
て
、
こ
れ
に
頗
頑
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
世
の
こ
れ
を
ご
覧
に
な
る
者
は
、
私
の

骨
折

り
損
を
笑
う
こ
と
な
き
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
お
　

康
煕
癸
亥

（1
］十
1
1
　
〈
1
六
八
三
〉
年
）
仲
春
、
武
林
の
王
陣
艦
東
草
堂
に
題
す
。

　
以
上
の

よ
う
に
、
王
陣
が
こ
の
『
今
世
説
』
を
編
纂
し
た
の
は
、
自
身
が
生
き
た
時
代
の
人
物
た
ち
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
集
め
保
存
し
て
後

世
に

残
す

こ
と
が
最
絡
的
な
目
的
で
あ
り
、
あ
く
ま
で
そ
の
一
つ
の
方
便
と
し
て
、
富
時
誰
も
が
知
っ
て
い
た
『
世
説
新
語
』
の
髄
裁
に
倣
っ

た

の

で
は
な

い

か
、
と
考
え
ら
れ
る
。
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c
．
『
今
世
説
』
の
例
言
か
ら
み
る
編
纂
状
況

　
次

に
、
『
今
世
説
』
の
倶
髄
的
な
編
纂
の
方
針
や
そ
の
状
況
に
つ
い
て
見
て
み
よ
う
。
王
陣
は
『
今
世
説
』
の
内
容
や
編
纂
過
程
等
に
つ

い

て
、
「
今
世
説
例
言
」
十
四
箇
條
に
説
明
し
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
内
容
を
簡
軍
に
ま
と
め
る
と
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
（
便
宜
的
に
丸

敷
字
で
通
し
番
號
を
附
け
た
）
。

①
こ
の
作
品
で
取
り
上
げ
た
人
物
は
、
本
朝
（
清
朝
）
の
人
物
を
基
準
と
し
て
い
る
が
、
（
明
代
の
人
物
で
）
本
朝
に
い
た
っ
て
死
ん

　
　
　
　
　
　
　
ニ
ご

だ

人
物
も
探
用
し
た
。

②

『
世
説
新
語
』
に
お
い
て
も
人
物
の
異
稻
が
多
い
が
、
こ
の
作
品
に
お
い
て
も
、
あ
ざ
な
で
稻
し
た
り
雅
號
で
稻
し
た
り
し
て
お
り
、



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
ザ

そ

の

最
も
著
名
な
も
の
を
掲
載
し
た
。

③
篇
目
に
つ
い
て
は
、
『
世
説
新
語
』
の
原
本
に
從
っ
た
が
、
「
自
新
」
「
瓢
免
」
「
倹
薔
」
「
讃
瞼
」
「
枇
漏
」
「
仇
隙
」
の
諸
編
に
つ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
の
　

て

は
、
あ
え
て
配
列
し
な
か
っ
た
。
後
の
君
子
の
補
完
を
待
ち
た
い
。

④
各
項
目
に
つ
い
て
は
、
刻
本
の
そ
れ
ぞ
れ
の
内
容
に
つ
い
て
検
討
し
、
ど
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
ど
の
篇
に
入
れ
る
べ
き
か
を
論
じ
た
上

　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
ソ

で
各
篇
に
掲
載
し
た
。

⑤
採
用

し
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、
各
刻
本
の
中
か
ら
も
っ
と
も
風
雅
な
も
の
を
選
ん
で
牧
録
し
た
。
も
し
も
刻
本
で
見
た
こ
と
の
無
い
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　

の

で
あ
れ
ば
、
見
聞
し
た
こ
と
が
あ
る
も
の
だ
と
し
て
も
、
み
だ
り
に
配
列
し
な
か
っ
た
。

⑥
劉
孝
標
が

『
世
説
新
語
』
に
注
を
附
け
た
際
、
多
く
の
例
を
引
い
て
謹
擦
を
畢
げ
て
論
じ
、
取
り
上
げ
た
書
は
、
敷
百
種
に
も
及
ぶ

が
、
『
今
世
説
』
の
場
合
は
完
成
し
て
か
ら
日
が
淺
い
た
め
．
参
照
し
得
る
書
物
が
無
く
、
登
場
人
物
の
履
歴
は
、
探
し
求
め
る
の
は

非
常
に

困
難
で
あ
る
。
注
に
掲
載
し
て
い
る
爵
里
か
ら
生
卒
の
大
略
に
至
る
ま
で
、
あ
え
て
繁
雑
に
な
る
の
を
恐
れ
ず
、
廣
く
採
集
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
ザ

た
。
も
し
も
探
し
て
も
見
つ
か
ら
な
い
時
に
は
、
そ
の
部
分
を
歓
く
こ
と
と
し
、
後
人
の
採
集
を
待
ち
た
い
。

⑦
今
清
代
に

な
っ
て
學
問
が
盛
ん
に
な
り
、
名
賢
が
輩
出
し
、
名
言
や
立
派
な
行
い
も
、
畢
げ
き
れ
な
い
ほ
ど
あ
る
が
、
こ
の
書
は
た

だ

諸
作

品
の
中
に
見
た
も
の
に
よ
っ
て
ま
と
め
て
い
る
の
に
過
ぎ
な
い
。
遠
近
の
諸
名
家
で
、
全
集
を
お
迭
り
頂
け
れ
ば
、
そ
の
中
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
ロ

ら
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
選
び
取
り
、
『
今
世
読
補
』
一
書
を
作
り
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
す
み
や
か
に
書
簡
で
お
迭
り
頂
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ロ
ロ

⑧
資
金
が
歓
乏
し
、
出
版
の
費
用
は
す
べ
て
支
援
者
に
頼
ら
ざ
る
を
得
ず
、
も
し
も
援
助
し
て
頂
け
れ
ば
有
り
難
い
。

⑨
江
碗
の
『
説
鈴
』
一
書
は
、
素
晴
ら
し
い
内
容
の
作
品
で
、
呉
江
（
の
本
屋
？
）
で
版
本
を
見
つ
け
、
本
を
借
り
て
敷
十
條
ほ
ど
記

　
　
ハ
お
ザ

録
し
た
。

⑩
陸
折
は
、
以
前
『
西
陵
新
語
』
（
未
詳
）
を
著
し
た
が
、
晩
年
彼
は
行
方
不
明
に
な
っ
て
し
ま
い
、
ま
だ
全
編
が
な
い
。
ご
子
息
の

（106）



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
め
　

陸
寅
（
字
は
冠
周
）
が
、
手
ず
か
ら
稿
本
を
授
け
て
下
さ
り
、
こ
の
集
で
採
用
し
た
も
の
は
多
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
ザ

⑪
注
揖
・
林
雲
銘
・
毛
際
可
・
朱
溶
諸
氏
よ
り
ご
好
評
を
い
た
だ
い
た
。

⑫
丁

膨
・
張
綱
孫
・
毛
先
辞
・
陸
進
・
諸
匡
鼎
の
諸
氏
は
、
そ
れ
ぞ
れ
新
作
を
提
供
し
て
い
た
だ
い
た
の
で
、
有
り
難
く
お
借
り
し
、

　
　
　
へ
の
ノ

採
用
し
た
。

⑬
方
象
瑛

（字
は
清
仁
）
よ
り
手
紙
が
届
き
、
休
暇
を
得
て
婦
郷
し
た
あ
か
つ
き
に
は
、
助
力
し
た
い
と
の
お
言
葉
を
い
た
だ
い
た
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

今
出
版
の
期
日
が
迫
り
、
長
く
は
待
っ
て
い
ら
れ
な
い
。

⑭
こ
の
書
は
も
と
も
と
同
人
た
ち
と
互
い
に
参
照
校
訂
し
て
い
る
が
、
先
君
（
王
陣
の
父
王
湛
の
こ
と
）
の
記
述
二
條
に
つ
い
て
は
、

ど
ち
ら
も
同
人
た
ち
が
制
作
し
て
探
録
し
た
も
の
で
’
そ
の
ま
ま
原
文
通
り
に
從
っ
て
お
り
、
謹
を
避
け
て
い
な
い
の
は
私
（
王
埠
）

が
意

圖
し
た
も
の
で
は
な
い
。
ま
た
、
私
に
關
す
る
記
述
は
、
も
と
よ
り
記
録
す
る
に
値
し
な
い
が
、
四
方
の
諸
先
生
か
ら
た
く
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
ぬ
ニ

の
お
言
葉
を
頂
き
、
同
人
が
そ
れ
を
一
つ
1
1
つ
：
・
と
採
用
し
て
、
作
品
の
中
に
掲
載
し
た
の
も
、
汗
顔
の
至
り
で
あ
る
。

（107）

　

こ
の
中
で
特
に
注
目
す
べ
き
は
、
『
今
世
説
』
に
探
用
し
た
各
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、
あ
く
ま
で
他
の
作
品
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、

例

え
ば
注
碗
の
『
説
鈴
』
、
陸
折
『
西
陵
新
語
』
を
は
じ
め
、
丁
膨
・
張
綱
孫
・
毛
先
辞
・
陸
進
・
諸
匡
鼎
等
の
作
品
よ
り
提
供
を
う
け
て

い

る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
『
今
世
説
』
の
編
纂
は
、
そ
の
構
成
や
費
用
等
も
含
め
て
王
陣
と
關
係
す
る
同
人
た
ち
が
大
き
く
關

與

し
て
い
る
こ
と
も
分
か
る
。
こ
れ
は
、
⑭
に
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
本
來
採
録
す
べ
き
で
は
な
い
王
陣
自
身
や
關
係
者
の
記
述
が
掲
載
さ

れ

る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
も
窺
え
る
。
こ
れ
ら
は
『
今
世
説
』
の
編
纂
の
根
幹
に
係
わ
る
こ
と
で
あ
る
が
、
本
論
で
は
紙
藪
の
都
合
上

こ

れ
以
上
詳

し
く
述
べ
な
い
こ
と
と
し
、
具
髄
的
な
考
察
は
別
の
機
會
に
行
う
こ
と
と
し
た
い
。



d
．
『
今
世
説
』
の
髄
裁

『
今
世
説
』
の
篇
名
と
春
敷
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　
巻
一
ー
徳
行
　
　
巻
ニ
ー
言
語
　
政
事
　
　
巻
三
－
文
學
　
方
正
　
　
巻
四
－
雅
量
　
識
監
　
賞
警

　
春
五
－
品
藻
　
規
箴
　
捷
悟
　
夙
恵
　
　
巻
六
－
豪
爽
　
容
止
　
企
羨
　
傷
逝

　
巻
七
－
棲
逸
　
賢
媛
　
術
解
　
巧
藝
　
寵
禮
　
任
誕

　
巻
八
－
簡
傲
　
排
調
　
輕
誕
　
假
講
　
汰
修
　
盆
狙
　
尤
悔
　
惑
溺

　
と
こ
ろ
で
、
『
今
世
説
』
は
前
述
の
通
り
『
世
説
新
語
』
の
髄
裁
に
倣
っ
て
編
纂
さ
れ
て
い
る
が
、
下
記
の
通
り
、
『
世
説
新
語
』

に

封

し
『
今
世
説
』
は
3
0
篇
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
『
世
説
新
語
』
の
構
成
と
比
較
す
る
と
、
以
下
の
通
り
と
な
る
。

瓢賢規徳
冤媛箴行＿

言
語
　
　
政
事

　
　
　
　
　
　
　
む
　

捷
悟
　
　
夙
悟

術
解
　
　
巧
藝

［倹
薔
］
　
汰
修

文
學
　
　
方
正

豪
爽
　
　
容
止

寵
禮
　
　
任
誕

盆
狽
　
［
議
瞼
］

雅
量
　
　
識
監

［自
新
］
　
企
羨

簡
傲
　
　
排
調

尤
悔
　
［
枇
漏
］

賞
警
　
　
品
藻

傷
逝
　
　
棲
逸

輕
話
　
　
假
謡

惑
溺
　
［
儲
隙
］

3
6
篇（108）

　
各

篇
の
順
番
は
『
世
読
新
語
』
と
同
様
で
あ
る
が
、
［
］
で
示
し
た
篇
が
歓
け
て
い
る
。
こ
れ
は
一
饅
何
故
で
あ
ろ
う
か
。

　
こ
れ
に
つ
い
て
王
陣
は
前
掲
「
例
言
」
で
「
こ
の
作
品
の
條
目
は
、
み
な
『
世
説
（
新
語
）
』
の
原
編
に
し
た
が
っ
て
い
る
。
た
だ
「
自
新
」

「
瓢

免
」
「
倹
薔
」
「
議
瞼
」
「
批
漏
」
「
仇
隙
」
の
諸
編
は
、
あ
え
て
み
だ
り
に
拉
べ
な
か
っ
た
。
長
所
を
引
い
て
短
所
を
覆
う
の
は
、
理
屈



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
ザ

と
し
て
富
然
で
あ
る
。
全
編
を
補
っ
て
作
品
を
完
成
さ
せ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
後
世
の
君
子
諸
君
を
待
ち
た
い
と
思
う
」
と
記
し
て
い
る

の
み

で
、
そ
の
眞
意
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
が
、
恐
ら
く
採
用
す
べ
き
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
な
か
っ
た
、
と
考
え
る
の
が
要
當
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
　

　
次

に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
篇
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
條
目
敷
を
示
し
て
お
こ
う
。

徳
行

（4
）

規
箴

（5
）

賢
媛

（6
）

［e
e
p
E
R
］

言
語

（3
0
）

捷
悟

（5
）

術
解

（6
）

［倹
薔
］

政
事

（
1
7
）
文
學

夙
恵

（
1
3
）
豪
爽

巧
藝
－
（
1
2
）
　
寵
禮

汰
修

（1
）
　
分
心
狽

（4
8
）
　
方
正
（
1
1
）

（
2
）
　
容
止
（
1
7
）

（
3
）
　
任
誕
（
1
3
）

（
5
）
［
議
瞼
］

雅
量

（2
1
）

［自
新
］

簡
傲

（1
1
）

尤
悔

（2
）

　
以

上
か

ら
分
か
る
よ
う
に
、
掲
載
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
多
い
の
は
「
文
學
」
（
4
8
）
で
、

（
3
）
…
と
績
く
。
一
方
で
少
な
い
の
は
、
「
寵
禮
」
（
3
）
、
F
假
講
」
（
3
）
、
F
尤
悔
」

で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　

参
考

ま
で
に
、
以
下
『
世
説
新
語
』
の
各
篇
條
目
敷
も
畢
げ
て
お
く
。

識
監

（8
）

企
羨
（
1
7
）

排
調

（1
1
）

［紙
漏
］

賞
警

（3
4
）

傷
逝

（H
）

輕
証

（1
1
）

惑
溺

（1
6
）

品
藻

（2
3
）

棲
s
u
　
（
1
3
）

假
詔

（3
）

［儲
隙
］

　
　

計
4
3
9
條

次
に

「徳
行
」
（
4
）
、
「
賞
警
」
（
3
4
）
、
「
言
語
」

（
2
）
な
ど
で
、
最
も
少
な
い
の
は
「
汰
修
」
（
1
）

（109）

徳
行
（
4
）
　
言
語

規
箴

（
2
7
）
捷
悟

賢
媛

（
3
2
）
術
解 （

o
o
O
1
）
　
政
事
（
2
）

（
7
）
　
夙
悟
（
7
）

（
H
）
　
巧
藝
（
1
4
）

文
學

（4
⑪
1
）
　
方
正

豪
爽
（
1
3
）
　
容
止

寵
禮

（
6
）
任
誕
54　39　66

簡　自　雅
傲　新　量

17　2　43

排
調

65

企　識
羨　監

6　28

賞
警
（
7
5
1
）
　
品
藻

傷
逝
（
1
9
）
　
棲
逸

輕
話

（
3
3
）
假
論
14　17　88



拙
免

（
9
）
　
倹
薔
（
9
）
　
汰
修
（
1
2
）
　
盆
狽
（
8
）
　
議
瞼
（
4
）
　
尤
悔
（
1
7
）
　
枇
漏

　
『
今
世
説
』
掲
載
の
個
々
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
つ
い
て
、
記
述
の
分
量
は
様
々
で
あ
る
。
例
え
ば
、

の
本
文
と
注
の
文
字
敷
を
示
す
と
以
下
の
通
り
で
あ
る
（
（
　
）
内
は
本
文
の
字
藪
／
注
の
字
敷
）
。

（
9
）
惑
溺
（
7
）
雛
隙
（
8
）

　
　
　
　
　
　
　
　

計

1
1
3
3
條

試
み
に

春
「
全
4
0
條
の
エ
ピ
ソ
ー
ド

へお
　

1
梁
清
標
（
6
8
／
3
6
）
’
2
孫
奇
逢
（
5
4
／
5
7
）
、
3
徐
旭
齢
（
4
3
／
3
3
）
、
4
胡
萱
（
6
7
／
4
0
）
、
5
魏
兆
鳳
（
4
4

／

2
1
）
、
6
嚴
流
（
4
2
／
7
3
）
、
7
黄
與
堅
（
2
2
／
1
0
2
）
、
8
方
成
郊
（
8
4
／
9
9
）
、
9
黄
雲
・
陳
素
（
8
6
／

5
7
）
、
1
0
田
作
澤
・
黄
雲
（
7
5
／
8
7
）
、
1
1
周
亮
工
・
趙
壁
・
陳
鴻
（
5
0
／
2
8
9
）
、
1
2
毛
奇
齢
（
3
5
／
9
5
）
、
1
3
計
東

（
7
3
／
3
5
）
、
1
4
王
翅
・
嚴
正
矩
（
4
0
／
1
5
6
）
、
1
5
荊
文
端
（
1
4
0
／
1
4
3
）
、
1
6
毛
之
履
（
5
9
／
1
2
2
）
、
1
7
王

範

（
3
6
／
9
8
）
、
1
8
田
茂
遇
（
7
5
／
5
9
）
、
1
9
田
茂
遇
妻
（
5
4
／
0
）
’
2
　
v
a
孟
肪
（
4
0
／
2
2
）
、
2
1
沈
泓
（
6
4
／

1
2
）
、
2
2
王
湛
（
7
2
／
1
2
3
）
、
2
3
包
名
捷
（
5
4
／
3
2
）
、
2
4
毛
雁
鏑
（
3
7
／
1
2
）
、
2
5
姜
鶴
傍
・
顧
夢
遊
（
3
1
／

2
0
6
）
、
2
6
陸
折
（
4
5
／
3
2
）
、
2
7
趙
希
乾
（
5
8
／
3
1
）
、
2
8
李
士
楷
・
李
士
模
（
1
1
8
／
1
5
）
、
2
9
沈
謙
（
5
7
／

8
0
）
、
3
0
孫
獣
（
7
7
／
3
8
）
、
3
1
唐
容
齋
（
7
8
／
1
2
1
）
、
3
2
陳
廷
會
（
4
1
／
5
0
）
、
3
3
姜
廷
梧
・
徐
絨
（
4
6
／

1
4
2
）
、
3
4
沈
蘭
先
（
4
7
／
9
）
、
3
5
王
陣
（
4
4
／
1
3
6
）
、
3
6
孫
宏
・
朱
一
是
（
5
1
／
1
7
3
）
、
3
7
呂
律
（
6
9
／

6
4
）
、
3
8
衰
駿
（
4
1
／
1
2
5
）
、
3
9
包
乗
徳
（
6
0
／
4
8
）
’
4
関
世
璋
（
7
5
／
1
2
1
）

（110）

　
以
上
の

う
ち
、
本
文
の
文
字
敷
が
最
も
多
い
の
は
1
5
荊
文
端
の
1
4
0
字
、
少
な
い
の
は
7
黄
與
堅
の
2
2
字
で
あ
る
。
注
の
場
合
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ザ

最

も
多
い
の
は
2
5
姜
鶴
傍
・
顧
夢
遊
の
2
0
6
字
で
、
最
も
少
な
い
の
は
3
4
沈
蘭
先
の
9
字
で
あ
る
。
本
文
と
注
の
バ
ラ
ン
ス
も
様
々
で
、



例
え
ば
7
黄
與
堅
は
本
文
は
2
2
字
し
か
無
い
が
、
注
は
1
0
2
字
も
あ
る
。
ま
た
、
1
1
周
亮
工
・
趙
壁
・
陳
鵬
は
本
文
が
5
0
字
、
注
が

2
8
9
字
も
あ
る
（
そ
の
う
ち
、
趙
壁
・
陳
鵬
2
名
の
注
は
合
わ
せ
て
1
2
字
で
、
残
り
は
周
亮
工
の
注
）
。
一
方
、
1
5
荊
文
端
は
、
本
文

1
4
0
字
・
注
1
4
3
字
と
ほ
ぼ
同
敷
で
あ
り
、
李
士
楷
・
李
士
模
は
本
文
1
1
8
字
、
注
は
1
5
字
で
あ
る
。
本
文
・
注
合
わ
せ
て
多
い

の
は
15

荊
文
端
の
2
8
3
字
で
、
最
も
少
な
い
の
は
2
4
毛
慮
鏑
の
4
9
字
で
あ
る
。
以
上
の
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
記
述
に
は
文
字
藪
か
ら

見
て
も
か
な
り
差
が
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

4
’

『今
世
説
』
の
登
場
人
物

　
a
．
『
今
世
説
』
中
の
中
心
人
物
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ω

　
『
今
世
説
』
に
登
場
す
る
人
物
は
、
文
末
附
表
の
通
り
4
0
0
名
弱
と
い
う
多
敷
に
の
ぼ
る
。
こ
れ
ら
の
人
物
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
前
述
の
　
O

通

り
各
篇
に
テ
ー
マ
別
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。
な
お
1
つ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
複
敷
（
2
名
～
7
名
）
の
人
物
が
登
場
す
る
場
合
も
多
藪
見
ら

れ

る
の
で
、
必
ず
し
も
総
エ
ピ
ソ
ー
ド
敷
と
は
一
致
し
な
い
。

　
そ

の

う
ち
、
登
場
回
敷
の
多
い
人
物
と
し
て
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
（
（
）
が
登
場
敷
）
。

陸
折

（
2
3
）
、
王
陣
（
1
8
）
、
周
亮
工
（
1
7
）
、
毛
先
辞
（
1
5
）
、

（
7
）
、
孫
治
（
7
）
、
張
綱
孫
（
7
）
、
諸
九
鼎
（
6
）
、
沈
謙

施
閏
章
（
5
）

計
東
（
1
0
）
、
王
士
順
（
9
）
、
江
碗
（
9
）
、
毛
奇
齢
（
8
）
、
王
士
緑

（
6
）
、
臭
百
朋
（
6
）
、
曹
爾
堪
（
5
）
、
陸
繁
昭
（
5
）
、
宋
碗
（
5
）
、



　
こ
の
中
で
多
い
の
は
、
「
西
冷
十
子
」
で
あ
る
。
「
西
冷
十
子
」
と
は
杭
州
の
文
人
た
ち
で
構
成
さ
れ
る
西
冷
詩
吐
の
代
表
的
メ
ン
バ
ー
で
、

西
湖

を
中
心
に
活
動
し
、
そ
の
作
品
は
好
評
を
博
し
た
。
そ
の
う
ち
も
っ
と
も
登
場
回
敷
の
多
い
陸
折
（
字
は
麗
京
。
漸
江
銭
塘
の
人
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
ザ

＝
ハ
一
四
ー
？
）
は
、
そ
の
中
心
的
人
物
で
あ
り
、
『
今
世
説
』
に
お
け
る
登
場
箇
所
は
【
徳
1
／
言
2
／
文
1
／
方
1
／
賞
2
／
品
5
／

捷

1
／
企
2
／
傷
1
／
術
1
／
任
2
／
排
2
／
輕
1
／
惑
1
】
と
分
散
し
て
い
る
。
『
今
世
説
』
の
登
場
同
敷
は
最
多
で
あ
る
が
、
一
方
で

王
陣

と
の
交
遊
の
記
録
は
『
檀
几
叢
書
』
に
作
品
（
初
集
巻
二
十
七
「
新
婦
譜
」
）
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
以
外
は
、
全
く
見
ら
れ
な
い
。
た

だ
し
、
甥
（
二
弟
陸
培
〈
字
は
鰻
庭
。
一
⊥
ハ
一
八
1
＝
ハ
四
五
〉
の
子
）
の
陸
繁
招
（
字
は
拒
石
。
漸
江
仁
和
の
人
o
？
ー
1
七
O
O
）
【
文

1
／
品
2
／
惑
2
】
、
陸
折
の
三
弟
陸
階
（
字
は
梯
霞
。
【
企
1
】
）
や
四
弟
陸
珪
（
字
は
左
城
。
【
捷
1
／
排
三
と
は
交
遊
が
見
ら
れ
る
。

な
お
、
陸
折
は
康
煕
二
〈
一
⊥
ハ
六
三
〉
年
に
荘
廷
鎌
の
史
祠
に
連
座
し
て
投
獄
さ
れ
、
後
繹
放
さ
れ
た
が
、
そ
の
後
失
踪
し
て
行
方
不
明
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
り
、
い
つ
ど
こ
で
こ
の
世
を
去
っ
た
か
不
明
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
も
、
王
陣
と
の
交
遊
が
見
ら
れ
な
い
理
由
の
一
つ
か
な
の
も
知
れ
な
い
。

前
述
の
通

り
、
『
今
世
説
』
中
に
は
陸
折
の
著
述
か
ら
採
用
さ
れ
た
話
も
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
具
饅
的
に
ど
れ
を
指
す
か
に
つ
い
て
は
不

明
で
あ
る
。

　
同
じ
く
「
西
冷
十
子
」
の
一
人
で
あ
る
孫
治
（
字
は
宇
毫
。
漸
江
仁
和
の
人
。
＝
ハ
一
⊥
パ
ー
一
⊥
ハ
八
二
【
文
1
／
賞
1
／
品
2
／
術
2
／

輕

1
】
）
、
張
綱
孫
（
字
は
組
望
。
漸
江
仁
和
の
人
。
【
方
1
／
賞
2
／
品
2
／
容
1
／
輕
1
三
、
沈
謙
（
字
は
去
衿
。
漸
江
石
門
の
人
o

一
六
二
〇
－
一
⊥
ハ
七
〇
【
徳
1
／
賞
1
／
容
1
／
棲
1
／
術
1
／
巧
1
】
）
、
呉
百
朋
（
字
は
錦
妻
。
漸
江
銭
塘
の
人
。
【
文
2
／
賞
2
／
豪

1
／
容
1
三
と
績
く
。
そ
の
他
、
柴
紹
柄
（
字
は
虎
臣
。
漸
江
銭
塘
の
人
。
　
1
六
＝
パ
ー
一
六
七
〇
【
方
1
】
）
’
陳
廷
會
（
字
は
際
叔
。

漸
江
銭
塘
の
人
。
【
徳
1
／
品
1
／
排
－
三
、
丁
膨
（
字
は
約
園
。
漸
江
仁
和
の
人
。
＝
ハ
1
　
1
1
　
1
－
　
1
⊥
ハ
八
⊥
ハ
【
雅
1
／
識
1
／
賞
－
三
、

虞
黄
昊

（字
は
景
銘
。
漸
江
石
門
の
人
。
【
夙
1
三
、
毛
先
舘
（
後
述
）
や
、
張
綱
孫
の
弟
張
頗
孫
（
字
は
祀
静
。
【
輕
1
三
．
張
振
孫
（
字

は

祀
定
。
【
輕
1
三
も
登
場
す
る
。

（112）



　

周
亮
工
（
字
は
櫟
園
。
河
南
詳
府
の
人
。
　
1
六
一
1
1
－
ニ
ハ
七
二
【
徳
1
／
言
1
／
政
1
／
文
2
／
雅
1
／
識
1
／
賞
2
／
豪
1
／
企
3

／
巧

1
／
簡
1
／
輕
1
／
惑
1
】
）
は
と
く
に
藏
書
家
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
王
陣
は
彼
と
交
遊
が
あ
り
、
書
簡
の
雁
酬
や
詩
文
の
や
り

と
り
も
複
敷
見
ら
れ
る
。
な
お
、
『
今
世
説
』
に
は
そ
の
父
の
周
文
偉
（
字
は
赤
之
。
一
五
八
八
ー
一
六
四
三
【
識
1
三
や
息
子
周
在
竣
（
字

は

雪
客
。
【
輕
1
三
の
記
述
も
あ
り
、
周
在
竣
と
は
交
遊
も
見
ら
れ
る
。

　
古
文
家

と
し
て
著
名
な
三
毛
の
う
ち
、
毛
先
辞
（
字
は
稚
黄
。
漸
江
仁
和
の
人
O
　
1
六
二
〇
1
一
六
八
八
【
言
1
／
識
1
／
賞
2
／
品
5

／

豪
1
／
容
1
／
企
1
／
巧
1
／
輕
1
】
西
冷
＋
子
の
一
人
で
も
あ
る
）
お
よ
び
毛
奇
齢
（
字
は
大
可
。
漸
江
粛
山
の
人
e
　
1
⊥
ハ
ニ
三
ー

l
七
l
⊥
ハ
【
徳
1
／
言
1
／
文
1
／
賞
1
／
品
1
／
豪
1
／
巧
1
／
排
1
】
）
も
多
敷
登
場
す
る
。
な
お
、
三
毛
の
残
る
一
人
で
あ
る
毛
際

可

（字
は

會
侯
。
漸
江
遂
安
の
人
。
一
－
（
1
1
1
1
1
1
－
　
1
七
o
八
【
言
1
／
政
1
／
賞
1
】
）
や
そ
の
父
毛
之
履
（
字
は
太
素
。
【
徳
1
】
）
に
つ

い
て

も
『
A
フ
世
説
』
に
記
述
が
あ
る
．
三
毛
と
も
に
轟
と
交
遊
が
あ
る
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

　
計
東

（
字
は
甫
草
。
江
蘇
呉
江
の
人
。
一
六
二
五
－
一
六
七
⊥
ハ
【
徳
1
／
言
1
／
雅
1
／
品
1
／
捷
1
／
豪
1
／
企
1
／
傷
1
／
排
1
／
　
α

輕

1
三
は
そ
の
才
能
を
明
の
史
可
法
や
清
の
王
煕
ら
に
高
く
評
債
さ
れ
た
が
、
出
世
す
る
こ
と
は
叶
わ
な
か
っ
た
。
同
郷
の
顧
有
孝
・
臭

兆
鷺
・
播
来
と
拉
び
稻
さ
れ
た
。
そ
の
う
ち
顧
有
孝
（
字
は
茂
倫
。
一
⊥
ハ
一
九
－
ニ
ハ
八
九
【
方
1
／
賞
1
三
お
よ
び
臭
兆
憲
（
字
は
漢
桂
。

一
⊥
ハ
1
1
二
ー
一
⊥
ハ
八
四
【
文
1
／
識
1
三
も
『
今
世
説
』
に
登
場
す
る
。

　
王
漁
洋

の

名
で
知
ら
れ
る
王
士
頑
（
字
は
胎
上
。
山
東
新
城
の
人
。
　
1
六
三
四
ー
l
七
l
1
【
言
1
／
政
1
／
文
1
／
賞
1
／
規
1
／
豪

1
／
排
1
／
輕
1
／
惑
1
】
）
と
、
そ
の
兄
王
士
緑
（
字
は
子
底
。
一
⊥
ハ
1
　
⊥
パ
ー
1
⊥
ハ
七
三
【
言
1
／
文
1
／
品
1
／
企
1
／
簡
1
／
尤
1

／
惑

1
）
】
は
、
と
も
に
詩
人
と
し
て
著
名
で
あ
り
、
後
述
の
海
内
八
大
家
に
も
含
ま
れ
る
。
意
外
に
も
雨
名
が
同
時
に
登
場
す
る
の
は
、

惑
溺
篇

の
記
述

1
つ
の
み
で
あ
る
。
王
陣
は
両
名
と
も
に
交
遊
が
あ
る
。

　
江
碗

（字

は
＋
召
文
。
江
蘇
長
洲
の
人
o
一
⊥
ハ
ニ
四
l
I
K
九
I
【
言
1
／
賞
1
／
品
1
／
規
1
／
企
2
／
簡
1
／
排
1
／
輕
1
］
）
は
文



章
家
と
し
て
知
ら
れ
る
。
王
陣
と
の
關
係
は
、
王
陣
編
纂
の
叢
書
『
檀
几
叢
書
』
に
作
品
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
以
外
に
は
見
ら
れ
な
い
。

　
海
内
八
大
家
の
う
ち
、
曹
爾
堪
（
字
は
顧
庵
。
漸
江
嘉
善
の
人
。
　
1
六
一
七
－
ニ
ハ
七
九
【
言
1
／
文
1
／
品
2
／
傷
1
】
）
、
施
閏
章
（
字

は

肯
白
e
安
徽
宣
城
の
人
。
＝
ハ
一
八
ー
一
⊥
ハ
八
三
【
言
1
／
規
1
／
豪
1
／
棲
1
／
K
I
l
］
）
’
宋
碗
（
字
は
玉
叔
。
山
東
莱
陽
の
人
。

＝
ハ
1
　
g
－
1
⊥
ハ
七
三
【
言
1
／
賞
1
／
企
1
／
棲
1
／
假
1
】
）
は
、
み
な
王
陣
と
交
遊
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
同
じ
く
八
大
家
の
一
人

沈
茎

（字
は
繹
堂
。
江
蘇
松
江
の
人
。
　
1
六
二
四
ー
ニ
ハ
八
四
）
や
、
曹
爾
堪
の
弟
曹
爾
坊
（
字
は
子
閑
。
【
品
1
三
と
も
交
遊
が
あ
る
。

　
諸
九

鼎
（
字
は
駿
男
。
漸
江
杭
州
の
人
。
【
雅
1
／
賞
2
／
品
1
／
企
1
／
傷
1
三
は
、
弟
の
諸
匡
鼎
（
字
は
虎
男
。
1
6
3
6
－
？
【
言

1
／
任
－
三
と
と
も
に
詩
文
に
巧
み
で
あ
り
、
王
陣
と
も
交
遊
が
あ
る
。

．あ
ほ
か
、
著
名
人
と
し
て
王
時
敏
（
－
）
、
陳
簸
（
－
）
、
襲
賢
（
3
）
、
萬
斯
同
（
－
）
、
萬
斯
大
（
2
）
、
目
目
裏
（
－
）
、
侯
方
域
（
－
）
、
E

呉
磨
箕
（
1
）
、
夏
允
舞
（
1
）
、
宋
曹
（
1
）
、
呉
偉
業
（
3
）
、
陳
洪
綬
（
1
）
、
姜
實
節
（
1
）
、
木
陳
道
志
（
1
）
、
劉
城
（
1
）
、
郵
漢
　
α

儀

（
1
）
、
朱
舞
尊
（
1
）
等
が
登
場
す
る
。
（
（
）
は
登
場
同
敷
）

　
b
．
『
今
世
説
』
中
の
王
悼
の
友
人
・
知
人
た
ち

　
『
今
世
説
』
の
登
場
人
物
の
う
ち
、
王
陣
と
何
ら
か
の
交
遊
關
係
（
詩
文
や
書
簡
の
や
り
と
り
が
あ
る
等
）
を
有
す
る
人
物
は
王
陣
を
除

く
3
9
5
名
中
1
4
2
名
で
あ
り
、
全
髄
の
ー
／
3
以
上
に
及
ぶ
。
す
で
に
紹
介
し
た
人
物
以
外
に
、
登
場
同
藪
は
多
く
は
な
い
が
王
陣
と

の
關
係
が
深
い
人
物
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

徐
階
鳳

（字
は
竹

逸
。
江
蘇
宜
興
の
人
。
【
言
1
／
雅
1
／
豪
1
三
弟
徐
劇
鳳
（
字
は
竹
虚
。
【
雅
1
三
と
も
交
遊
有
り
。



　
林
雲
銘

（字
は
西
仲
。
幅
建
閲
縣
の
人
O
　
1
六
二
八
1
？
【
政
1
／
文
1
】
）

　
方
象
瑛

（字
は
滑
仁
。
漸
江
遂
安
の
人
。
　
1
⊥
ハ
三
ニ
ー
？
【
文
1
】
）
父
方
成
郊
（
字
は
稚
官
。
【
徳
1
／
雅
1
】
）
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

　
魏
禧

（
字
は
泳
叔
。
江
西
寧
都
の
人
o
＝
ハ
1
1
四
－
1
六
八
一
【
言
2
】
）
交
遊
の
痕
跡
は
見
ら
れ
な
い
が
、
兄
魏
詳
（
字
は
善
伯
。

1　
K
l
1
0
－
＝
ハ
七
七
【
言
1
／
棲
1
】
）
、
弟
魏
禮
（
字
は
和
公
。
＝
ハ
ニ
八
ー
ニ
ハ
九
l
l
l
　
［
言
1
／
棲
1
］
）
も
『
今
世
説
』
に
登
場
す
る
。

　
徐
士
俊

（字
は

野

君
。
漸
江
杭
州
の
人
o
一
六
〇
ニ
ー
一
六
八
一
【
文
1
／
雅
1
／
排
1
／
惑
1
三

　
尤
桐
（
字
は
展
成
。
江
蘇
蘇
州
の
人
。
一
⊥
ハ
一
八
ー
一
七
o
四
【
賞
1
三

　
周
敗
駕
（
字
は
立
五
。
江
蘇
宜
興
の
人
。
【
賞
－
三

　
呉
儀
一
（
字
は
辞
鳥
。
漸
江
銭
塘
の
人
。
　
1
六
四
七
－
？
【
豪
1
三

荘
同
生
　
（
字
は
玉
魍
江
蘇
武
進
の
人
o
ニ
ハ
ニ
七
⊥
六
七
九
【
口
叩
－
三
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鋤

　
蒋
瀧
（
字
は
駅
鹿
。
江
蘇
常
州
の
人
O
　
1
六
二
五
ー
？
【
寵
1
】
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
q

　

こ
の
ほ
か
、
交
遊
が
見
ら
れ
る
人
物
と
し
て
、
朱
一
是
（
3
）
、
王
崇
簡
（
1
）
、
曹
溶
（
1
）
、
江
揖
（
3
）
、
呉
興
昨
（
1
）
、
銭
謙
盆
（
1
）
、

紀
映
鐘

（
1
）
、
黄
宗
義
（
2
）
、
朱
鶴
齢
　
（
1
）
、
宋
筆
（
2
）
、
王
弘
撰
（
1
）
等
が
い
る
。
（
（
　
）
は
登
場
回
敷
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
ロ
　

　
な
お
、
王
陣
は
揚
州
の
文
人
張
潮
と
土
ハ
編
で
多
敷
の
文
人
の
著
述
を
集
め
た
『
檀
几
叢
書
』
を
編
纂
し
て
い
る
が
、
そ
の
中
に
見
ら
れ
る

著
者
1
0
8
名
の
う
ち
、
王
陣
と
何
ら
か
の
關
係
が
認
め
ら
れ
る
人
物
は
4
6
名
、
そ
の
内
『
今
世
説
』
の
登
場
人
物
は
3
1
名
で
あ
り
、

か

な
り
の
割
合
を
占
め
て
い
る
。
な
お
、
文
末
附
表
の
交
遊
の
覧
に
『
檀
几
叢
書
』
中
の
作
品
の
著
者
に
つ
い
て
は
太
字
ゴ
シ
ッ
ク
敷
字
で

示
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　

　
さ
ら
に
、
土
ハ
編
者
の
張
潮
が
編
纂
し
た
小
説
集
『
虞
初
新
志
』
に
つ
い
て
も
、
そ
の
掲
載
作
品
等
に
王
陣
の
協
力
が
見
ら
れ
る
。
『
虞
初



新

志
』
約
7
9
名
の
著
者
の
う
ち
、
牛
敷
以
上
と
な
る
3
9
名
が
王
陣
の
關
係
者
で
、
し
か
も
そ
の
う
ち
3
0
名
が
『
今
世
説
』
に
登
場
す

　
　
　
　
　
　
ハ
ロ
ザ

る
人
物
で
も
あ
る
。
む
ろ
ん
、
そ
の
中
に
は
張
潮
と
の
共
通
の
友
人
も
い
る
と
考
え
ら
れ
、
さ
ら
に
詳
細
な
分
析
を
要
す
が
、
本
論
で
は
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヱ
ソ

の
關
係
性
を
指
適
す
る
に
と
ど
め
、
こ
れ
以
上
言
及
し
な
い
こ
と
と
す
る
。

o
．
王
陣
と
そ
の
親
族
の
記
述
に
つ
い
て

前
述
の
通
り
、
『
今
世
説
』
に
は
王
陣
お
よ
び
そ
の
親
族
に
關
す
る
記
述
が
散
見
す
る
。

そ

の
具
鵠
的

な
人
物
に
つ
い
て
は
以
下
の
通
り
。

　
王
陣

【徳

1
／
文
1
／
雅
1
／
賞
3
（
張
綱
孫
、
諸
九
鼎
、
陸
進
）
／
品
2
（
曹
爾
堪
、
趙
鎗
）
／
夙
2
（
王
鼎
、
王
小
能
）
／
豪
1
（
杜

首
昌
）
／
企
－
／
傷
－
（
王
小
能
）
／
任
－
／
排
正
（
妻
都
氏
）
／
輕
－
（
沈
⊥
ハ
如
）
／
惑
2
（
張
元
時
施
閏
章
）
】
藷
と
し
て
、
（
）
胸

の

よ
う
に
誰
か
と
と
も
に
登
場
す
る
場
合
が
1
3
箇
所
と
多
く
、
王
陣
一
人
の
み
の
登
場
は
5
箇
所
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
α

　
王
湛

（字
は
澄
之
。
一
⊥
ハ
○
⊥
ハ
－
　
1
⊥
ハ
七
四
【
徳
1
／
言
1
三
王
陣
の
父
。

　
鄭
氏

【排
1
】
王
陣
の
後
妻
。
文
學
郷
公
蓬
の
女
。

　
王
鼎

（字
は
用
和
）
【
夙
1
】
王
陣
の
四
男
。

　
王
小
能

（
一
－（
七
七
－
　
1
⊥
ハ
八
二
【
夙
1
／
傷
1
】
）
王
陣
の
五
男
。
六
歳
で
天
折
。

　
王
嗣
椀

（字
は

仲
昭
。
漸
江
銭
塘
の
人
【
品
1
／
盆
1
三
王
陣
の
甥
（
家
兄
と
も
）
。

　
胡
葺

（字
は

保
林
。
漸
江
仁
和
の
人
【
徳
1
／
政
1
／
方
1
／
術
1
］
）
王
陣
の
長
男
王
頽
（
字
は
大
受
）
の
妻
で
あ
る
胡
氏
の
叔
父
。

　
陸
進
（
字
は
蓋
思
。
漸
江
仁
和
の
人
【
言
1
／
賞
1
／
品
1
三
王
陣
の
先
妻
陸
氏
の
兄
。



お
わ
り
に

　
以

上
、
王
陣
の
編
纂
し
た
『
今
世
説
』
の
特
徴
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
『
今
世
説
』
は
藪
あ
る
世
説
鵠
作
品
の
一
つ
で
あ
り
、
そ
の
鵠
裁

も
ほ
ぼ
『
世
説
新
語
』
を
模
し
て
お
り
、
そ
の
意
味
で
は
軍
な
る
模
倣
作
品
の
一
つ
に
過
ぎ
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
王
陣
に
と
っ

て
は
決

し
て
『
世
説
新
語
』
に
模
す
た
め
に
編
纂
を
企
圖
し
た
の
で
は
な
く
、
同
時
代
の
人
物
た
ち
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
集
め
掲
載
す
る
た
め

の
方
便

と
し
て
『
世
説
新
語
』
の
形
式
を
利
用
し
た
と
考
え
る
の
が
妥
富
で
あ
ろ
う
。
『
今
世
説
』
の
編
纂
状
況
よ
り
富
時
の
文
人
た
ち
が
、

ど
の
よ
う
に
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
集
め
た
の
か
、
ま
た
ど
の
よ
う
な
人
物
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
集
め
た
の
か
、
そ
の
様
子
を
窺
う
こ
と
が
可
能
で
あ

る
。
ま
た
、
王
陣
を
通
じ
て
、
富
時
の
文
人
た
ち
の
交
遊
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
、
文
人
吐
會
の
實
態
を
窺
う
一
資
料
と
し
て
、
『
今
世
説
』
は

有
用

で

あ
る
と
言
え
る
の
で
は
な
い
か
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
m

　
た

だ
し
、
紙
敷
の
都
合
も
あ
り
、
『
今
世
説
』
の
記
述
が
何
に
握
っ
た
も
の
で
あ
る
か
等
、
そ
の
具
鵠
的
な
調
査
分
析
を
行
う
に
は
至
ら
　
仕

な
か
っ
た
。
こ
の
詳
細
を
解
明
す
る
こ
と
が
、
王
陣
の
、
ひ
い
て
は
當
時
の
文
人
た
ち
の
文
人
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
1
端
を
解
明
す
る
手
が
か

り
に
な
る
の
で
は
な
い
か
、
と
考
え
て
い
る
が
、
そ
れ
は
今
後
の
課
題
と
し
本
論
は
こ
こ
ま
で
と
し
た
い
。

附
表
『
今
世
説
』
中
の
登
場
人
物
と
王
悼
と
の
關
係
に
つ
い
て

3 2 1 M
徐
旭
齢

孫
奇
逢

梁
清
標

氏
名

1 3 2 登
場

0 0 1 交
遊

6 5 4 Nα

嚴
抗

魏
兆

鳳

胡
宜 氏

名

1 1 4 登
場

5 0 5 交
遊

9 8 7 Nα

黄
雲

方
成
郷

黄
與
堅

氏
名

2 2 1 登
場

2 0 正
交
遊

12 11 10 M
周
亮
工

田
作
澤

陳
素 氏

名

17 1 1 登
場

81 0 0 交
遊

15 14 13 M
毛
奇
齢

陳
鵬

趙
壁 氏

名

8 1 1 登
場

9 0［ 0 交
遊



』

氏
名

登
場

交
遊

M
氏
名

登
場

交
遊

M
氏
名

登
場

交
遊

M
氏
名

登
場

交
遊

M
氏
名

登
場

交
遊

16

計
東

10

0

32

趙
希
乾

1

0

48

関
世
璋

1

0

64

杜
溶

3

21

80

襲
鼎
華

2

0

17

王
翅

2

0

33

李
士

楷

1

0

49

蒋
超

2

0

65

申
酒
光

4

0

81

史
大
成

1

2

18

嚴
正
矩

1

0

34

李
士
模

1

0

50

王
士
頑

9

3
1
66

魏
詳

2

0

82

姜
希
轍

1

7

19

荊
文
端

1

0

35

沈
謙

6

12

51

魏
象
橿

1

0

67

魏
禧

2

9
1

83

林
雲
銘

2

固

20

毛
之
履

1

0

36

孫
獣

1

4

52

施
閏
章

5

9

68

魏
禮

2

0

84

顧
豹
文

2

3

21

王
範

1

0

37

唐
容
齋

1

0

53

注
碗

9

1

69

除
酉

1

0

85

許
三
禮

1

0

22

田
茂
遇

2

1

38

陳
廷
會

4

6

54

宋
碗

5

2

70

宋
祀
謙

2

0

86

稽
宗
孟

3

5

23

田

茂
遇
妻

1

0

39

姜
廷
梧

1

0

55

王
士

祓

7

2

71

呉
巫
日

1

01

87

周
茂
源

2

0

24

薫
孟
肪

1

0

40

徐
絨

2

5

56

曹
爾
堪

5

11

72

林
嗣
環

3

9
1

88

荊
彦

1

0

25

沈
泓

1

0

41

沈
蘭
先

1

2

57

徐
階

鳳

3

劉

73

林
璃

1

1
1

89

郭
文
雄

1

0

26

王
湛

2

1

42

王
陣

18

0

58

張
錫
澤

2

0

74

毛
先
野

15

川

90

李
公
滑

1

0

27

包
名
捷

1

0

43

孫
宏

1

0

59

衛
貞
元

1

0

75

諸
匡
鼎

2

13

91

董
上
治

1

0

28

毛

雁
鏑

1

0

44

朱
一
是

3

3
1

60

毛
際
可

3

鋼

76

許
先
甲

4

0

92

王
崇
簡

1

1

29

姜
鶴
倍

1

0

45

呂
律

1

0

61

徐
芳

1

01

77

陸
進

3

7

93

程
康
荘

1

0

30

顧
夢
遊

1

0

46

衰
駿

2

2

62

衰
干
令

1

4

78

徐
敬
直

1

0

94

曹
溶

1

4

31

陸
析

23

1

47

包
乗
徳

1

0

63

王
猷
定

3

2
1

79

沈
儒

1

0

95

李
因
篤

2

0

（118）



M
氏
名

登
場

交
遊

M
氏
名

登
場

交
遊

M
氏
名

登
場

交
遊

M
氏
名

登
場

交
遊

M
氏
名

登
場

交
遊

96

方
象
瑛

1

30

田

葉
辞
崇

2

0

㎜

宗
元
豫

1

0

姐

李
清

1

01

刷

丁
膨

3

7

97

張
新
標

1

0

田

鐘
淵
映

1

0

鵬

陸
延
拾

1

0

踊

蒋
永
修

2

2

皿

呉
宗
信

1

0

98

宗
元
鼎

3

3
1

田

陳
玉
堪

1

6
1

㎜

買
開
宗

1

0

珊

王
庭

1

4

皿

徐
謝
鳳

1

3

99

江
揖

3

1

鵬

呉
兆
驚

1

0

m
董
以
寧

1

01

川

何
元
英

1

2

㎜
董
愈

2

7

㎜

臭
任
臣

4

4

m
銭
粛
潤

1

15

皿

黄
永

1

2
1

珊

張
綱
孫

1

26

皿

沈
胤
萢

2

0

皿

呉
百
朋

6

1

m
紀
映
鐘

1

4

皿
毛
遠
公

2

1

珊

徐
一
鴻

1

0

臨
呉
巫
日
刻

1

0

皿

曹
序

1

0

田

魏
喬
介

1

0

団

呉
農
詳

3

4

㎜

陳
允
衡

1

0

描

朱
軽

1

0

鵬

徐
纏
恩

3

3

抽

李
明
容

5

0

鵬

江
思
令

1

0

m
柴
紹
柄

1

3

瑚

呉
懲
謙

2

0

皿

顧
組
萬

1

0

㎜

趙
開
心

9

0

団

陸
繁
招

一
〇

1

皿

翁
遜

1

0

㎜

諸
九
鼎

6

1
1

鵬

呉
興
詐

1

4

m
徐
士
俊

1

鋼

㎜

安
致
遠

4

0

皿

徐
白

1

0

珊

姜
圓
南

1

0

㎜

孫
治

7

6

皿

郷
舐
誤

2

戸

0

㎜

呉
嘉
紀

2

0

瑚

顧
有
孝

2

9

m
葉
闇

2

5

皿

銭
謙
盆

1

01

鵬

揮
格

4

6

㎜

朱
溶

2

3

皿

孫
枝
蔚

1

0

m
李
夢
蘭

1

0

㎜

沈
自
南

1

0

伽

來
集
之

3

1
1

ω
銭
芳
標

1

0

皿

膠
形

1

2
1

m
黄
之
翰

1

8

珊

楊
雍
建

1

2

鵬

黄
宗
義

2

3

皿

徐
増

1

3

田

注
懲
麟

1

4

田

李
果

1

0

m
宋
實
穎

4

9

㎜

黄
宗
會

1

0

皿

包
飲
和

1

0

囎

高
桁

1

1

皿

周
文
偉

1

0

田

王
時
敏

1

0

田

高
兆

2

4

螂

徐
沿

1

9

珊

王
與
救

1

0

頂

郡
燈

1

0

（119）



叱

氏
名

登
場

交
遊

甑

氏
名

登
場

交
遊

M
氏
名

登
場

交
遊

M
氏
名

登
場

交
遊

M
氏
名

登
場

交
遊

耶

呉
綺

2

2

呪

徐
銃

2

6

㎜

張
新
秤

1

0

四

黄
虞
稜

1

0

測

都
甲
芳

1

0

m
趙
而
休

1

0

㎜

陳
維
松

2

0

㎜

馬
駿

1

6

鵬

趙
鎗

1

1

加

趙
翰

1

0

柵

計
名

1

0

脳

薫
雲
從

1

0

㎜
鐘
震
陽

1

0

捌
黎
士
宏

1

0

蹴
喬
鉢

1

0

珊

林
嶽
隆

1

⑪

班

朱
爾
適

1

0

狙

陳
周
政

1

0

脚

徐
世
薄

1

0

％

任
辰
旦

1

0

珊

尤
桐

1

瑚

描

梁
以
楠

1

0

別

呉
之
器

1

0

鵬

李
昌
詐

1

0

盟

陸
埋

2

1

皿

呉
國
封

1

0

凹

朱
士

稚

1

0

㎜

宋
徳
宏

2

0

四

王
嗣
椀

2

14

％
胡
貞
開

2

9

皿

李
爵

1

0

醜

銭
棄

1

0

別

侯
元
泓

1

0

却

林
玉
達

2

0

描

魏
世
妓

1

0

皿

盧
碕

1

0

凹

張
融

1

0

鵬
日旦
襲

1

0

別

林
之
遇

1

0

脚

沈
家
恒

2

2

捌

孫
光
祀

1

0

捌

襲
賢

3

0

畑

胡
介

2

0

㎜

高
隻

1

0

測

沈
公
趾

1

0

皿

唐
夢
賓

1

1

捌

李
鄭
嗣

3

0

卿

史
廷
柏

1

0

脇

羅
賢

1

1

鵬

沈
功
宗

2

0

鵬

張
三
異

1

0

㎜

萬
斯
大

2

0

㎜

曹
爾
坊

1

0

脳

丁
藻

1

8

捌

卓
人
皐

1

4

皿

金
鼎

1

0

㎜

許
旭

1

0

畑

萬
泰

1

1

獅

李
式
玉

1

4

狙

虞
黄
昊

1

3

㎜

許
友

1

0

脳

孫
金
礪

2

0

㎜

萬
言

1

0

㎜

沈
峻
曾

1

0

脱

呉
薦

1

0

珊

儲
欣

1

0

猫

嚴
允
肇

1

7

刎

萬
斯
選

1

0

蜥

注
汝
蕃

1

0

況

章
穀

1

0

m
周
厳
嵩

1

12

猫

衛
泳

1

0

盟

萬
斯
同

1

0

蹴

顧
景
星

1

0

捌
趙
旬

1

0

皿

朱
鶴
齢

1

1

加

周
嬰

1

0

㎜

荘
回
生

1

25

㎜

文
黙

1

1

況

宗
學
詩

1

0
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M
氏
名

登
場

交
遊

M
氏
名

登
場

交
遊

M
氏
名

登
場

交
遊

M
氏
名

登
場

交
遊

M
氏
名

登
場

交
遊

蹴

王
鼎

1

1

魏

丁
耀
充

2

0

珊

魏
學
渠

1

3

脳

王
撰

1

2

鋤

李
孝
貞

1

0

田

王
小
能

2

1

㎜

呉
儀
一

1

21

捌
章
人

鳳

1

2

肥

　
永
謀

1

0

皿

江
漏

1

0

珊

宋
筆

2

5
1

胴

謝
晟

1

0

㎜

介
元
燈

1

0

渦

陳
維
嶽

1

0

盟

杜
溶
母

1

0

魏

注
泣
謙

1

0

加

楊
方
榮

1

0

捌

徐
元
文

1

0

細

沈
柄

1

0

鵬
宗
元
鼎
母
陳
氏

1

0

捌

熊
文
畢

1

0

猫

王
舟
珪

1

0

蹴

徐
乾
學

1

2

珊

趙
漂

1

3

謝

呉
氏

1

0

捌

李
如
穀

1

0

m
茅
兆
儒

1

2

㎜

胡
玉
昆

1

0

珊

呉
錨

1

7

鋤

丁
季
淵

1

0

蹴

曹
國
矩

1

0

細

彰
而
述

1

0

捌

李

日
景

1

1

細

李
盤

1

0

細

張
夫
人

1

0

㎜

楊
思
聖

1

0

㎜

張
王
治

1

0

獅

盛
於
斯

1

0

㎜

計
準

1

0

脚

顧
若
撲

1

0

捌

殿
嶽

1

0

捌

王
澤
宏

1

0

蹴

王
弘
撰

1

1

肥

宋
景
昭

1

0

細

方
其
義

1

0

猫

侯
方
域

1

0

捌

周
廷
鏡

1

0

蹴

沈
士

逸

1

0

出

李
震
生

1

0

㎜

萢
蘇
文

1

0

猫

呉
雁
箕

1

0

祝

丁
彦

1

0

㎜

陸
階

1

2

脳

宋
曹

1

4
1

蹴

萬
憲
旗

1

0

脚

夏
允
葬

1

0

㎜

関
派
魯

1

0

捌

張
竣

1

2

描

王
章

1

0

蹴

顧
樵

1

8

珊

李
澄

1

8

捌

程
遼

1

0

㎜

張
壇

1

4

細

郭
鼎
京

1

0

蹴

呉
偉
業

3

0

捌

杜
首
昌

1

6

獅

李
文
純

1

0

皿

邸
則
飛

1

0

鉗

邸
上
儀

1

0

蹴

王
崇
節

1

0

m
王
昊

1

0

珊

丁
克
振

1

0

肥

張
彦
之

1

9

㎜

羅
孚
サ

1

0

脳

察
熔

1

0

m
陳
孝
威

1

0

蜥

柏
立
本

1

0

鵬

注
鶴
孫

1

0

㎜

申
浦

1

0

蹴

沈
永
令

1

2
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M
氏
名

登
場

交
遊

M
氏
名

登
場

交
遊

M
氏
名

登
場

交
遊

M
氏
名

登
場

交
遊

M
氏
名

登
場

交
遊

蹴
藍
瑛

1

0

珊

沈
子
均

1

0

蹴
陳
魯
季

1

0

況

諸
嗣
郵

1

1

珊

楊
饅
元

1

3

間

陳
洪
綬

1

0

細

謝
良
埼

1

0

蹴
李
天
酸

1

6

細

侯
古

1

0

㎜

郡
彌

1

0

細

張
道
岸

1

0

皿
陳
世
詳

1

0

捌
播
沐

1

0

折
翁
逢
春

1

0

㎜
王
廷
棟

1

0

珊

陸
子
黄

1

0

蹴

王
岱

1

0

鰯

郷
氏

1

0

細
劉
城

1

0

蹴

李
潜

1

0

測

史
襲
宗

1

4

蹴

徐
林
鴻

1

5

鰯

蒋
扮

1

0

㎝

孫
済
如

1

0

把

辛
民

1

1

皿

蒋
鎌

1

11

細

來
蕃

1

0

細

程
可
則

1

0

細
黄
周
星

1

司

蹴

洪
景
融

1

2

迎

金
式
祀

1

0

蹴

傅
宗

1

0

蹴

木
陳
道
志

1

0

捌

郵
漢
儀

1

0

蹴

査
纏
昌

1

0

鵠
劉
髄
仁

2

0

鰯

徐
作
粛

1

0

珊

陳
弘
緒

1

0

肥

漏
肇
杷

1

1

班
陸
氏

1

0

測

姜
實
節

1

0

田

沈
自
纏

1

0

㎝

周
在
凌

1

1

鍋

張
櫟
園

1

0

蹴

張
元
時

1

2

鍋

梁
以
樟

2

0

蹴

周
永
年

1

0

祖

張
麟
孫

1

0

捌

夏
基

1

1

細

徐
介

1

0

鵠

彰
孫
通

1

0

翅

張
振
孫

1

6

鰯

張
萬
斜

1

0

脚
柏
古

1

4

細

宋
嗣
京

1

0

出

沈
六
如

1

0

細
朱
葬
尊

1

0

蹴

張
道
溶

1

0

皿

張
夫
人

1

0

胴

周
輪

1

1

謝

高
佑
釦

1

0
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※
人
物
は
『
今
世
説
』

※

順
番
は

登
場
順
。

※

F登
場
」
の
項
は
、

（『
叢

書
集
成
初
編
』
2
8
2
5
・
中
華
書
局
・
一
九
八
五
年
）
に
基
づ
く
（
注
の
登
場
人
物
は
除
く
）
。

※

名
が
不
明
の
場
合
は
原
文
通
り
字
・
號
と
し
た
。

『
今
世
説
』
に
登
場
す
る
同
敷
。
た
だ
し
、
注
に
登
場
す
る
場
合
は
除
外
し
た
。



※

F
交
遊
」
の
敷
は
、
以
下
の
王
陣
の
作
品
集
に
お
け
る
關
連
作
品
・
序
文
・
評
語
等
の
有
無
に
よ
っ
て
判
別
し
た
。
た
だ
し
、
王
陣
に

　
つ
い
て
は

カ
ウ
ン
ト
て
し
て
い
な
い
。

　
『
霞
畢
堂
全
集
定
本
』
『
蘭
言
集
』
『
培
東
志
』
『
千
秋
雅
調
』
『
聴
松
圖
題
詞
』
『
幽
光
集
』
『
雑
著
十
種
』
『
檀
几
叢
書
』
（
全
て
國
立
公

　
文
書
館
内
閣
文
庫
所
藏
本
に
よ
る
）

　
敷
字
が
ゴ
シ
ッ

ク
太
字
の
者
は
『
檀
几
叢
書
』
中
に
作
品
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
人
物
、
傍
線
の
者
は
同
檬
に
『
虞
初
新
志
』
中
に
作
品

　
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
人
物
を
示
す
。

丁注65432（
7
）

王
陣
の
人
と
な
り
や
家
族
・
各
作
品
・
交
遊
關
係
等
に
關
す
る
詳
細
に
つ
い
て
は
、
拙
論
「
王
陣
と
そ
の
交
遊
關
係
に
つ
い
て
」
（
大
東
文
化
大
學
『
漢

學
會
誌
』
第
五
十
六
號
・
二
〇
一
七
年
1
i
1
r
r
g
）
’
王
陣
と
僧
侶
と
の
交
遊
に
つ
い
て
は
「
王
陣
の
交
遊
關
係
中
の
憎
侶
に
つ
い
て
」
（
『
蓮
花
寺
佛
教
研

究
所
紀
要
』
第
九
號
・
二
〇
一
六
年
三
月
）
、
王
暉
と
佛
教
と
の
關
わ
り
に
つ
い
て
は
「
明
清
文
學
と
『
金
剛
経
』
ー
王
陣
「
金
剛
経
紀
駿
」
と
そ
の

周
邊
ー
」
（
『
蓮
花
寺
佛
教
研
究
所
紀
要
』
第
十
二
號
・
1
1
0
1
九
年
三
月
）
を
参
照
。

張
潮

『
尺
績
友
聲
』
新
集
春
五

詳

し
く
は
、
拙
論
「
王
峠
『
遂
生
集
』
に
つ
い
て
－
曹
翰
故
事
を
手
が
か
り
に
」
（
『
蓮
花
寺
佛
教
研
究
所
紀
要
』
第
十
號
・
1
1
0
一
七
年
三
月
）
参
照
。

北
京
大
學
圓
書
館
藏
。
未
見
。

『
四
庫
全
書
存

目
叢
書
』
子
部
二
四
五
冊
（
齊
魯
書
吐
・
一
九
九
七
年
）

大
庭
脩

『
江

戸
時
代
に
お
け
る
唐
船
持
渡
書
の
研
究
』
（
『
關
西
大
學
東
西
學
術
研
究
所
研
究
叢
刊
』
1
・
關
西
大
學
東
西
學
術
研
究
所
・
一
九
六
七
年
）

二
五
⊥
ハ
頁
B
、
七
l
八
頁
C
参
照
。

長
澤
規
矩
也
編
『
和
刻
本
漢
籍
随
筆
集
』
w
a
十
1
1
1
g
e
　
（
汲
古
書
院
・
一
九
七
四
年
）
の
解
説
に
は
、
『
専
雅
堂
叢
書
』
を
底
本
と
す
る
と
し
て
い
る
が
、
『
専

雅
堂
叢
書
』
の
刊
行
は
’
道
光
三
十
〈
一
八
五
〇
〉
年
以
降
の
た
め
、
別
本
の
底
本
（
『
専
雅
堂
叢
書
』
本
『
今
世
説
』
の
底
本
か
）
で
は
な
い
か
と

思
わ
れ

る
が
’
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。
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12　11　10　9　　8（1
3
）

（1
4
）

19　18　17　16　15（2
0
）

國
立
公
文
書
館

内
閣
文
庫
藏
・
小
塚
私
藏
。
こ
の
ほ
か
、
前
掲
『
和
刻
本
漢
籍
随
筆
集
』
第
十
三
巻
に
も
牧
録
さ
れ
て
い
る
。

劉
強

『
《
世
論
新
語
》
研
究
史
論
』
（
復
旦
大
學
出
版
吐
・
二
〇
一
九
年
）

察
麗
玲
「
〈
世
説
鵠
〉
の
著
作
か
ら
見
た
晩
明
文
學
の
一
側
面
」
　
（
『
關
西
大
學
中
國
文
學
會
紀
要
』
二
十
七
號
・
1
1
0
0
六
年
三
月
）

後
述
涯
碗
の

『
説
鈴
』
と
は
別
物
で
あ
る
。

『
魯
迅
全
集
』
九
巻
（
人
民
文
學
出
版
杜
・
一
九
八
一
年
）
6
6
～
6
7
頁
「
至
於
《
世
読
》
一
流
，
彷
者
尤
衆
，
劉
孝
標
有
《
績
世
説
》
十
巻
，
見
《
唐

志
》
，
然
擦
《
惰
志
》
，
則
殆
即
所
注
臨
川
書
。
唐
有
王
方
慶
《
績
世
読
新
書
》
（
m
R
　
＜
＜
新
唐
志
》
雑
家
，
今
侠
）
宋
有
王
薫
《
唐
語
林
》
，
孔
卒
仲
く
＜
績

世
説
》
，
明
有
何
良
俊
《
何
氏
語
林
》
，
李
紹
文
《
明
世
説
新
語
》
，
焦
拡
《
類
林
〉
〉
R
S
　
＜
＜
玉
堂
叢
話
》
，
張
塘
《
廿
一
史
識
鹸
》
，
鄭
仲
蔓
《
清
言
》
等
。

然
纂
奮
聞
則
別
無
穎
異
，
述
時
事
則
傷
於
矯
揉
，
而
世
人
猶
復
爲
之
不
已
，
至
於
清
，
又
有
梁
維
橿
s
y
　
＜
＜
玉
剣
尊
聞
〉
〉
，
呉
粛
公
作
《
明
語
林
》
，
章

撫
功
作

《
漢
世
説
》
，
李
清
作
《
女
世
説
》
，
顔
從
喬
《
僧
世
説
》
，
王
陣
作
《
今
世
説
》
，
注
碗
作
　
＜
＜
s
s
鈴
》
而
恵
棟
爲
之
補
注
，
今
亦
省
有
易
宗
蔓

sy
　
＜
＜
新
世
説
》
也
」

r然
纂
奮
聞
則
別
無
穎
異
，
述
時
事
則
傷
於
矯
揉
」

前
掲

『
魯
迅
全
集
』
九
巻
、
3
1
0
～
3
1
1
頁
「
至
干
《
世
説
》
，
後
來
模
倣
的
更
多
，
從
劉
孝
標
的
《
績
世
説
》
ー
m
R
　
＜
＜
唐
志
》
　
　
一
直
至

清
之
王
陣
所
倣
的
《
今
世
説
》
，
現
在
易
宗
蔓
所
倣
的
《
新
世
説
》
等
，
都
是
倣
《
世
説
》
的
書
。
但
是
巫
日
朝
和
現
代
吐
會
底
情
状
，
完
全
不
同
，
至

今

日
還
模
倣
那
時
底
小
説
，
是
彼
可
笑
的
。
因
爲
我
椚
知
道
從
漢
末
至
六
朝
爲
纂
奪
時
代
，
四
海
騒
然
，
人
多
抱
塵
世
主
義
。
加
以
佛
道
二
教
盛
行

一
時
，
皆
講
超
睨
現
世
，
巫
臼
人
先
受
其
影
響
，
干
是
有
一
派
人
去
修
仙
，
想
飛
昇
，
所
以
喜
服
藥
。
有
一
派
人
欲
永
游
醇
郷
，
不
問
世
事
，
所
以
好

飲
酒
。
・
：
而
生
在
現
代
底
人
，
生
活
情
形
完
全
不
同
了
，
却
要
去
模
倣
那
時
吐
會
背
景
所
産
生
的
小
説
，
豊
非
笑
話
？
」

前
掲

『
《
世
読
新

語
》
研
究
史
論
』
l
1
2
～
l
1
6
頁

慶
雁
義
塾
大
學
附
属
圓
書
館
藏
本
、
『
筆
記
小
説
大
観
』
（
壷
北
新
興
書
局
）
四
十
二
編
第
一
冊
等
。

「
徳
行
」
「
文
學
」
を
上
・
中
’
下
、
「
言
語
」
コ
言
志
」
「
方
正
」
「
賞
警
」
を
上
・
下
に
分
け
る
。

前
掲
「
〈
世
説
髄
〉
の
著
作
か
ら
見
た
晩
明
文
學
の
一
側
面
」
1
8
1
頁
～
1
8
2
頁
、
「
表
一
晩
明
〈
世
説
饅
〉
著
作
年
表
」
参
照
。

そ

の

他
、
王
陣
の
友
人
で
あ
る
張
潮
（
H
六
　
w
o
　
o
－
　
1
七
o
九
？
）
に
『
輝
世
説
』
お
よ
び
『
仙
世
説
』
の
編
纂
計
書
が
あ
り
、
『
輝
世
説
』
に
つ
い

て
は

内
容
等
に
つ
い
て
検
討
も
さ
れ
て
い
た
が
、
刊
行
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
詳
し
く
は
、
拙
論
「
明
清
文
人
と
佛
教
」
（
『
蓮
花
寺
佛
教
研
究
所
紀
要
』

第
七

號
・
1
1
0
1
四
年
三
月
）
2
5
3
～
2
5
2
頁
参
照
。

『
四

庫
全
書
纏
目
提
要
』
巻
一
四
三
・
子
部
小
説
家
類
・
存
目
一
「
蓋
標
榜
聲
氣
之
書
、
猶
明
代
詩
吐
除
習
也
。
至
於
載
入
己
事
、
尤
乖
髄
例
」
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（2
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（2
3
）

（2
）

（2
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（
2
）

292827

前
掲

『
《
世
読
新

語
》
研
究
史
論
』
2
8
2
頁
「
観
其
書
思
想
旨
趣
，
乃
充
斥
忠
孝
節
義
、
文
章
道
徳
之
類
説
教
，
與
《
世
説
》
簡
約
玄
遠
之
情
調
相

去
甚
遠
。
其
書
所
叙
之
事
，
錐
廣
牧
博
輯
，
亦
不
免
無
稽
不
考
之
談
」

陳
大
康
「
王
陣
g
（
他
的
　
＜
＜
＜
t
r
世
K
　
〉
〉
」
　
（
『
明
清
小
説
研
究
』
一
九
九
四
年
第
1
期
）
「
魯
迅
先
生
論
及
《
世
説
新
語
》
之
後
的
各
種
倣
妓
之
作
時
，
曾

用

“

然
纂
奮
聞
則
別
無
穎
異
，
述
時
事
則
傷
於
矯
揉
”
雨
語
概
括
了
亡
椚
的
痛
病
，
這
批
評
封
F
F
　
＜
＜
今
世
説
》
也
完
全
適
用
。
不
過
，
《
今
世
説
》
畢

寛
是
清

初
較
有
影
響
且
較
有
代
表
性
的
一
部
著
作
，
官
在
今
日
又
有
助
干
我
椚
了
解
富
時
文
壇
的
状
況
、
士
人
的
風
貌
及
其
活
動
，
其
中
錐
多
有
矯

揉
之
虚
，
但
士
林
衆
人
的
心
態
也
可
由
此
窺
見
。
而
且
，
在
“
世
説
”
賠
小
説
的
登
展
過
程
中
，
這
部
作
品
也
自
有
其
特
色
與
地
位
」

F
自
経
史
而
外
、
著
述
之
家
、
不
知
幾
千
萬
計
。
而
其
書
或
傳
或
不
傳
、
即
幸
而
傳
　
、
人
或
有
見
有
不
見
。
猫
世
説
新
語
一
書
、
纂
干
南
宋
、
多
撫

巫日
事
、
而
兼
及
干
漢
・
魏
。
垂
千
百
年
、
學
士
大
夫
家
、
無
不
翫
而
習
之
者
。
錐
臨
川
王
之
綜
叙
、
清
遠
自
高
、
亦
以
生
富
其
時
、
崇
省
清
流
、
詞

旨
故
可
観
也
。
至
於
今
、
讃
其
書
、
味
其
片
語
、
猶
能
令
人
穆
然
深
思
、
惟
恨
不
得
身
親
其
際
、
與
爲
酬
酢
。
假
得
王
・
謝
・
桓
・
劉
、
華
集
一
室
、

耳

提
面
命
、
其
心
紳
之
恰
膿
、
抑
何
如
耶
」

「
今
朝
廷
右
文
、
名
賢
輩
出
、
閥
閲
才
華
、
遠
勝
江
左
、
其
嘉
言
謎
行
、
史
不
勝
載
。
特
未
有
如
臨
川
哀
聚
而
表
著
之
、
天
下
後
世
、
亦
誰
知
此
日
風
流
、

更
有
度
越
前
人

者
乎
。
豫
不
敏
、
志
此
有
年
、
上
自
廊
廟
緒
紳
’
下
及
山
澤
隠
逸
、
凡
一
言
一
行
、
有
可
探
録
、
率
猟
牧
而
類
紀
之
。
稟
凡
敷
易
、
歴

久

乃
成
」

『
世
説
新

語
』
巧
藝
に
「
顧
長
康
書
斐
叔
則
、
頬
上
盆
三
毛
」
と
あ
る
。
檜
書
の
本
質
を
の
べ
る
。
ま
た
、
同
じ
く
『
世
説
新
語
』
巧
藝
に
、
顧
榿
之

の
言
葉

と
し
て
「
傳
神
爲
照
、
正
在
阿
堵
中
」
と
あ
る
。
本
來
の
阿
堵
は
目
玉
の
こ
と
で
あ
る
が
、
王
陣
の
自
序
で
は
自
身
が
制
作
し
た
『
今
世
説
』

の

こ
と
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
。

「
或
疑
名
賢
生
卒
大
節
固
多
、
豊
掲
籍
此
l
端
而
博
。
不
知
就
此
一
端
、
乃
如
頬
上
之
毫
、
晴
中
之
鮎
、
傳
紳
正
在
阿
堵
。
豫
度
後
之
人
得
観
是
編
、

或

亦
如
今
之
讃
臨
川
書
者
、
心
膿
紳
恰
、
未
可
知
也
。
錐
然
、
臨
川
取
漢
末
・
魏
・
巫
日
敷
百
年
之
事
、
網
羅
編
次
、
途
勒
成
一
家
言
。
而
豫
欲
以
敷

十
年
中
所
見
所
聞
、
與
之
頷
頑
。
世
有
覧
者
、
母
亦
笑
豫
之
心
勢
而
日
拙
也
夫
o

康
煕
癸
亥
仲
春
、
武
林
王
陣
題
干
艦
東
草
堂
」

①
　
F
l
是
集
名
賢
、
断
自
本
朝
爲
準
。
閲
有
文
筆
事
業
、
顯
干
勝
國
、
而
卒
干
本
朝
者
、
要
不
可
不
謂
今
之
人
也
、
亦
爲
探
入
」

②

「

一
世
説
例
多
異
稻
、
鈍
資
難
干
記
憶
。
是
集
名
賢
、
或
字
或
號
、
止
載
其
最
著
者
、
錐
至
藪
見
、
倶
各
從
同
、
以
便
披
覧
」

③

r
l
是
集
條

目
、
倶
遵
世
説
原
編
。
惟
自
新
・
瓢
免
・
倹
薔
・
議
険
・
枇
漏
・
仇
隙
諸
事
、
不
敢
漫
列
。
引
長
蓋
短
、
理
所
固
然
。
乃
若
補
爲
全
目
、

以
成
完
書
、
願
侯
後
之
君
子
」
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④
r
l
是
集
所
列
條
目
、
舐
擦
刻
本
、
就
事
論
事
、
如
此
事
可
入
徳
行
、
則
入
徳
行
。
可
入
文
學
、
鹸
皆
微
此
e
乃
有
拘
儒
、
欲
指
一
事
、
概
以
生
卒
、

至
罪
豫
論
不
富
者
、
請
勿
讃
是
書
」

⑤

「

l
是
集
事
實
、
倶
從
刻
本
中
、
揮
其
言
尤
雅
者
、
然
後
牧
録
。
若
未
見
刻
本
、
錐
有
見
聞
、
不
敢
妄
列
。
昭
其
信
也
」

⑥
r
l
孝
標
之
注
世
説
、
博
引
芳
綜
、
所
采
書
目
、
幾
至
一
二
百
種
。
近
日
無
書
可
考
、
時
賢
屡
歴
、
徴
捷
尤
難
。
是
集
注
内
所
載
爵
里
、
以
至
生

卒
大
略
、
倶
不
敢
揮
煩
、
廣
爲
蒐
輯
。
若
偏
覚
不
得
、
寧
使
闘
如
、
以
侯
後
補
」

⑦

F
l
昭
代
右
文
、
名
賢
輩
出
、
嘉
言
蕗
行
、
固
不
勝
牧
、
而
是
書
止
擦
所
見
諸
集
輯
成
、
覧
者
無
罪
其
不
廣
也
。
凡
我
遠
近
諸
名
家
、
倫
以
全
集

見

胎
、
自
當
細
捜
績
輯
、
彙
訂
今
世
説
補
一
書
。
務
期
蚤
寄
郵
筒
、
庶
免
遺
漏
之
慮
」

⑧

「

l
物
力
顛
難
、
剤
劇
之
資
、
全
頼
好
事
、
倫
有
高
賢
傾
襲
解
棄
、
則
聞
幽
表
微
、
爲
徳
不
淺
」

⑨

「
一
注
鈍
翁
太
史
読
鈴
↓
書
、
詞
旨
儒
永
、
妙
拉
臨
川
。
偶
從
臭
江
得
見
刻
本
、
停
舟
借
録
、
約
敷
十
條
、
意
在
宏
暢
宗
風
、
遂
忘
掠
美
之
嫌
」

⑩
　
F
l
陸
子
麗
京
、
向
著
西
陵
新
語
、
因
暮
年
寄
跡
方
外
、
未
有
全
書
。
令
嗣
冠
周
、
手
授
稿
本
、
是
集
採
拾
頗
多
、
要
非
無
擦
」

⑪

二

注
太
史
舟
次
、
林
使
君
西
仲
、
毛
大
令
會
侯
、
朱
歳
士
若
始
、
一
見
是
書
、
遂
相
欣
賞
。
品
題
之
下
、
閲
有
権
衡
、
要
蹄
至
富
、
受
盆
良
多
」

⑫
r
l
丁
儀
部
鮪
園
、
孫
子
祀
望
、
毛
子
稚
黄
、
陸
子
蓋
思
、
諸
子
虎
男
、
各
出
案
頭
新
書
、
慨
然
借
録
。
淘
金
入
冶
、
集
翠
成
裏
、
良
友
佐
理
之
功
、

自
不
可
混
」

⑬

二

方
太
史
、
胎
書
相
告
、
期
以
史
局
事
竣
、
或
得
乞
假
蹄
來
．
佐
成
快
畢
。
今
急
欲
出
書
、
請
政
富
世
、
不
能
久
待
、
殊
爲
款
然
。
然
來
書
有
云
、

事
取
其
核
、
義
取
其
公
、
鮮
取
其
馴
雅
。
三
復
佳
言
、
故
富
不
負
良
友
」

⑭

「
一
是
書
原
與
同
人
互
相
参
訂
、
集
中
所
載
先
君
實
行
二
條
、
皆
同
人
從
志
傳
採
入
、
　
1
從
本
文
、
非
陣
敢
附
於
臨
文
不
諌
之
義
也
e
至
陣
卒
生
、

本
無
足
録
、
向
承
四
方
諸
先
生
贈
言
、
頗
多
奨
借
、
同
人
即
爲
節
取
一
二
、
強
列
集
中
、
實
増
塊
恵
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　

へ

『
今
世
説
』
で
は
「
夙
恵
」
と
す
る

原
文
は
注
2
9
（
通
し
番
號
③
）
を
参
照
。

『
今
世

説
』
（
『
叢
書
集
成
初
編
』
2
8
2
5
・
中
華
書
局
・
一
九
八
五
年
）
に
よ
る
。

楊
勇
校
箋
『
世
説
新
語
校
箋
』
修
訂
本
（
中
華
書
局
・
1
1
0
0
六
年
）
、
『
世
説
新
語
』
上
・
中
・
下
　
（
『
新
鐸
漢
文
大
系
』
7
6
、
7
7
、
7
8
・
明
治
書
院
・

一
九
七
五
年
）
に
よ
る
。

便
宜
的
に

通
し
番
號
を
振
っ
た
。

な

お
、
1
9
田
茂
遇
の
妻
の
話
に
は
、
注
が
附
さ
れ
て
い
な
い
。
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『
今
世

説
』
各
篇
の
篇
名
の
一
字
目
で
省
略
し
て
記
す
。
算
用
敷
字
は
登
場
藪
。
以
下
同
じ
。

『
清
史
稿
』
春
四
八
四
、
文
苑
傳
一
「
荘
廷
籠
史
祠
作
、
折
坐
逮
。
以
先
嘗
具
状
自
陳
、
事
得
白
、
歎
日
、
今
幸
得
不
死
、
奈
何
不
以
鹸
年
學
道
耶
。

親
残
、
途
棄
家
遠
遊
、
不
知
所
終
」

『
檀
几
叢
書
』
の
編
集
状
況
お
よ
び
王
陣
と
の
關
係
に
つ
い
て
は
、
拙
論
「
張
潮
の
書
簡
に
見
ら
れ
る
『
檀
几
叢
書
』
の
編
纂
状
況
に
つ
い
て
」
（
『
漢

學

會
誌
』
第
五
十
五
號
・
二
〇
＝
ハ
年
三
月
）
1
1
9
～
1
2
9
頁
参
照
。

『
虞
初
新
志
』
の
編
集
状
況
に
つ
い
て
は
、
拙
論
「
張
潮
の
書
簡
に
見
ら
れ
る
『
虞
初
新
志
』
の
編
纂
状
況
に
つ
い
て
」
（
『
漢
學
會
誌
』
第
五
十
四
號
・

二
〇
一
五
年
三
月
）
参
照
。

拙
論

「
『
虞
初
新

志
』
に
つ
い
て
」
（
『
東
洋
研
究
』
z
a
l
1
1
九
號
・
1
1
0
1
1
1
年
一
月
）
3
4
～
3
9
頁
附
表
参
照
。

こ
の
他
、
張
潮
編
纂
の
『
昭
代
叢
書
』
編
纂
に
も
王
陣
は
關
與
し
て
い
る
と
見
ら
れ
る
（
拙
論
「
張
潮
の
書
簡
に
見
ら
れ
る
『
昭
代
叢
書
』
」
の
編
纂

状
況
に

つ
い
て

（『
漢
學
會
誌
』
第
五
十
八
號
・
1
1
0
1
九
年
1
1
1
E
I
）
参
照
）
。
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